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二
十
世
紀
は

科
学
技
術
が
飛

躍
的
に
進
歩
し

た
百
年
で
あ
っ

た
。
航
空
機
、

計
算
機
に
代
表

さ
れ
る
よ
う

に
、
物
理
学
が

牽
引
車
と
な
り
、
ハ
ー
ド
面

で
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
。

二
十
一
世
紀
に
は
生
物
学
が

牽
引
車
と
な
り
、
ソ
フ
ト
面

で
の
進
歩
が
予
想
さ
れ
る
と

い
う
。
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
、
生
命
体
と
見
る
視
点
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
潜
在
意

識
、
感
情
、
創
造
力
な
ど
に

科
学
技
術
の
メ
ス
が
入
る
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
夢
は
限
り
な
く
膨
ら
む

▼
し
か
し
科
学
技
術
は
明
る

い
面
ば
か
り
で
は
な
い
。
二

十
世
紀
の
物
理
学
が
原
子
爆

弾
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
、

二
十
一
世
紀
の
生
物
学
が
鬼

っ
子
を
生
み
出
さ
な
い
と
は

限
ら
な
い
。
現
に
遺
伝
子
操

作
に
よ
る
心
配
が
言
わ
れ
て

い
る
▼
ま
た
二
酸
化
炭
素
排

出
に
よ
る
環
境
悪
化
で
は
、

個
人
的
利
益
ば
か
り
追
求
し

て
い
て
は
行
き
詰
ま
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
日
本
で
は

公
的
負
債
の
返
済
に
二
十
一

世
紀
丸
々
か
か
っ
て
し
ま
う

状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

現
在
世
代
が
一
方
的
に
、
未

来
世
代
の
生
存
条
件
を
狭
め

て
い
る
構
図
も
気
に
な
る
。

二
十
一
世
紀
を
「
千
里
眼
」

で
覗
く
と
、
夢
と
共
に
問
題

点
も
見
え
て
く
る
。
今
後

「
共
生
」
が
鍵
と
な
る
だ
ろ

う
。

（
中
井

暉
久
）
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関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
竣
工
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野間 晴雄

社会主義国ベトナムが経済開放�ドイモイを進
めて２０年、これまで南の�経済の都�ホーチミン
がその牽引役であったが、２１世紀に入って�政治
の都�ハノイ周辺がにわかに活気づいてきた。巨
大な中国市場の沸騰は、広州周辺の組み立て工場
の労賃を引き上げ、その移転先として北のベトナ
ムが注目されている。南のベトナム経済圏がシン
ガポールやタイなど東南アジア諸国と結びつくの
に対して、北の経済圏は東アジア、とりわけ華南
・香港・台湾との関係を強めている。
ハノイから関西空港へ向かう深夜直行便の機内
の様子が最近変わってきた。日本人観光客に混じ
り、２０歳にもならないあどけない少女の集団が目
立つ。この「研修集団」は関西空港から岐阜県南
部や愛知県の工場へ流れていく。勤勉で安価な労
働力、ニューカマーの最後発者として、ベトナム
北部が注目されている。香港や台湾、韓国も熱い
エールを送る。南に向いていた日本企業も北のベ
トナムに進出を図る。でも中国プラスワンの経済
論理だけでベトナムを見ることほど不幸はない。
昨年、関西大学はベトナム高等教育の頂点に立
つベトナム国家大学ハノイ校と学術交流協定を結
んだ。それが縁で、大学創立１００周年の記念式典と
２１世紀高等教育に関する国際フォーラム招待状が
学長のもとに届いた。多忙な学長の代理という大
役の光栄を仰せつかった私は、国際交流センター
次長と一緒にこの５月ハノイに向かった。
１９０６年５月１６日、インドシナ大学は、ホン川大
堤防に守られたホアンキエム湖畔のレー・タイン
・トン１９番地に、旧宗主国フランスの威信のも
と、産声をあげた。濃いクリーム色に塗りこめら
れたベトナム・フランス混在様式のれんが学舎、

その講堂で式典は開催された。小柄なベトナム人
に合わせた椅子の狭さが熱気を煽る。フランス、
中国、台湾、韓国、ロシア、タイ、カナダ、アメ
リカ合衆国などに混じり、日本からは６大学１企
業が出席した。
ホーチミン胸像を前にして、アオザイとジーパ
ン姿の学生の歌と踊りで始まった式典は、講堂に
架るフランス人画家の手による国内最大の油絵の
修復完成除幕式でクライマックスを迎える。「人才
国家元気、大学教化本原」と柱に描かれた村門の
前で、啓蒙主義を彷彿させるヨーロッパの女性像
とベトナム人文紳（知識人）、科学者、庶民が奇妙
に融和する。植民地支配を予言する構図は、１００年
の時を刻んで、現代ベトナム高等教育の力強い再
生を強烈にアピールする。
まだまだベトナムでは私費留学できる余裕はな
い。狭い国土での「将来の投資」として教育に賭
ける国家の意気込みは、大量の国費留学生を世界
に送り出す計画を進める。その留学先として、関
西大学の施設のすばらしさをベトナム人研究者が
賞賛してくれた。関西特有の「おもてなしの心」
の校風が本当に嬉しかったとかつての留学生はい
う。関西大学の学生や教職員の表現のしかたは多
分に泥臭かっただろう。それでいいではないか。
国際交流は言葉ではない。根本には心と心の共感
と謙虚で対等な学びの姿勢が不可欠である。
マネーゲームの虚像から勤勉をウザイとする歪
な個人主義が蔓延する日本。学生諸君にとって
も、資格取得と自己研鑽、成果主義に明け暮れる
のではなく、アジアに飛び込み、体ごと学ぶ──
そんな回り道への投資も捨てたものではない。

（文学部教授）
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施設利用時間

８／１１～２０

休 業

休 業

休 業

休 業

８時３０分～２３時

通常通り開室（両室ともメンテナンスのため閉室することがある）

９時～１７時
（届け出により許可）

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

９時～２０時
（届け出により許可）

休 業

休 業

休 館

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

９時～２２時
（届け出により許可）

休 業

土・日曜日

休 業

休 業

休 業

休 業

（土）９時～２０時
（日）９時～１７時
（届け出により許可）

（土）９時～２０時
（日）９時～１７時
（届け出により許可）

（土）９時～２０時
（日・祝）９時～１７時

休業（７／３０は開店）

休 業

９時～２０時
（届け出により許可）

休 業

休 業

（土）１０時～１８時
（日）休 館

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

９時～２２時
（届け出により許可）

休 業

平 日

９時～１７時

１３時～１９時

９時～１７時

９時～１７時

９時～２０時

９時～２０時

９時～２０時

２階食堂１１時～１４時３０分
３階購買部１０時～１６時
（８／２８は休業）

９時～２０時

９時～２０時

９時～１７時
（診察受付時間は９時３０
分～１２時、１３時３０分～
１５時３０分）

９時～１６時

１０時～２０時
（９／１８は休館）

９時～１６時５０分

９時～１７時

９時３０分～１６時５０分

１３時３０分～１６時３０分

１０時３０分～２１時

９時～１７時

９時～２２時

１３時３０分～２１時

施 設

法・文・経済・商・社会・工学部事
務室

第２部学部事務室

大学院事務室

法科大学院事務室

ロー・ライブラリー

以文館・尚文館・児島惟謙館内自習室

千里山中央体育館
千里山東体育館

誠之館２・３・６号館

誠之館２号館１階
（サテライトステーション）

凜風館（学生生活課・ボラン
ティアセンター事務室）

凜風館(食堂・購買部)

KUシンフォニーホール

誠之館５・７号館
（凱風館・新凱風館）

保健管理センター

心理相談室

総合図書館

ITセンター

キャリアセンター

就職情報資料室

キャリアデザインルーム

エクステンション・リードセ
ンター千里山キャンパス事務
室

総合情報学部事務室

高槻キャンパス事務室

図書室

体育館

関西大学アイスアリーナ

エクステンション・リードセ
ンター天六キャンパス事務室

千

里

山

高

槻

天
六

夏季休業中の施設利用

「
学
の
実
化
賞
」
の
表
彰

こ
の
夏
は
都
会
の
暑
さ
か
ら

離
れ
、
本
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
涼
み
に
行
っ
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
は
、

日
本
の
屋
根
と
呼
ば
れ
る
北
ア

ル
プ
ス
の
麓
、
栂
池
高
原
に
位

置
し
、
夏
場
は
た
い
へ
ん
涼
し

く
、
絶
好
の
避
暑
地
で
あ
る
。

ロ
ッ
ジ
の
す
ぐ
近
く
に
は
栂
池

自
然
園
が
あ
り
、
数
多
く
の
高

山
植
物
が
見
ら
れ
る
日
本
有
数

の
高
層
湿
原
を
体
験
し
て
み
よ

う
。
ま
た
、
ロ
ッ
ジ
周
辺
に
は

多
く
の
温
泉
が
点
在
し
、
旅
の

疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
。

六
甲
山
荘
は
、
神
戸
市
の
北

部
に
連
な
る
六
甲
山
の
自
然
豊

か
な
山
腹
に
あ
り
、
山
荘
か
ら

は
函
館
、
長

崎
と
な
ら
ん

で
日
本
三
大

夜
景
と
称
さ

れ
る
神
戸
の
夜
景
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
山
荘
周
辺
に
は
六
甲

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
、
六
甲
山
牧

場
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ

る
の
で
、
夏
の
涼
し
い
六
甲
山

を
散
策
し
て
み
よ
う
。
白
馬
栂

池
高
原
ロ
ッ
ジ
、
六
甲
山
荘
は

学
生
の
み
の
利
用
も
可
能
で
あ

る
。申

込
方
法
、
利
用
範
囲
、
料

金
等
は
、
右
記
の
と
お
り
。

【
申
込
方
法
と
場
所
】

利
用
開
始
日
の
二
週
間
前（
た

だ
し
、
そ
の
日
が
休
日
に
当
た

る
場
合
は
、

そ
の
前
日
）

ま
で
に
所
定

の
「
利
用
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
宿
泊
料
・
食
事
料
を
添
え

て
総
務
課
（
百
周
年
記
念
会
館

内
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
２
９

７
）
に
申
し
込
む
こ
と
。

な
お
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
申
し
込
み
は
、
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
事
務
室
（
�
０７２
―

６
９
０
―

２
１
６
３
）
ま
で
。（

総
務
課
）

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産
業
創

出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
大
学

と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
寺
内

俊
太
郎
会
長
）
で
は
、
会
員
企

業
お
よ
び
学
内
研
究
員
の
優
れ

た
研
究
活
動
の
成
果
や
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携

活
動
と
、
知
的
財
産
の
創
造
、

活
用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
る
。

平
成
十
七
年
度
に
推
薦
依
頼

お
よ
び
募
集
し
た
次
の
各
賞
に

つ
い
て
、
五
月
二
十
七
日
の
本

年
度
総
会
に
お
い
て
発
表
、
表

彰
し
た
。

「
学
の
実
化
賞
」
は
、
工
学

部
山
出
和
弘
専
任
講
師
の
「
カ

ル
シ
ウ
ム
塩
結
晶
化
抑
制
物
質

の
精
製
技
術
の
開
発
」
に
係
る

実
績
お
よ
び
産
学
連
携
活
動
へ

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
表
彰
状
と
賞
金
百
万
円

が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
研
究
奨
励
賞
」
は
三
件
、

大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
工
学

専
攻
・
井
上
勇
輝
氏
の
「
ハ
ン

ド
ル
式
電
動
車
い
す
の
操
舵
機

構
及
び
着
座
性
能
の
改
善
」、
同

材
料
工
学
専
攻
・
伊
藤
誉
氏
の

「
Ｐ
―
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
で
形
成
し
た

Ｄ
Ｌ
Ｃ
膜
の
特
性
に
及
ぼ
す
熱

処
理
の
影
響
」、
同
生
物
工
学
専

攻
・
竹
村
友
伸
氏
の
「
真
菌
類

由
来
の
氷
結
制
御
物
質
の
検
索

と
機
能
解
析
」
に
対
す
る
研
究

活
動
お
よ
び
産
学
連
携
活
動
が

評
価
さ
れ
、
各
々
に
表
彰
状
と

賞
金
五
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
産
学
連
携
賞
」
は

二
件
、
工
学
部
山
本
秀
樹
教
授

と
ニ
シ
キ
醤
油
�
・
タ
ナ
ベ
ウ

ィ
ル
テ
ッ
ク
�
の
「
醤
油
粕
の

リ
サ
イ
ク
ル
再
生
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
」、
工
学
部
河
原
秀
久
助
教

授
と
�
ビ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
の

「
不
凍
タ
ン
パ
ク
質
含
有
大
根
葉

エ
キ
ス
の
製
造
技
術
の
開
発
」

に
係
る
各
実
績
に
対
し
、
産
学

連
携
活
動
の
具
現
化
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
、各
々
に
表
彰
状
、北

斗
七
星
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
技
術
開
発
賞
」
は
、
八
田

工
業
�
の
「
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト

機
の
通
電
コ
マ
の
長
寿
命
化
」

の
技
術
開
発
に
係
る
実
績
が
優

れ
た
成
果
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、
表
彰
状
、
八
稜
鏡
の
盾
が

贈
呈
さ
れ
た
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

白馬栂池高原ロッジ

六甲山荘

高
校
生
や
受
験
生
を
対
象
と
す

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程

が
決
定
し
た
。
七
月
三
十
日（
日
）

・
三
十
一
日（
月
）に
開
催
す
る

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
―

千
里
山

１
ｓ
ｔ

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

―
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

主
な
内
容
は
学
部
別
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
各
学
部
に
よ
る
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
入
試
概
要
説
明
、
入
試
個

別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
関
大
生
へ
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
、
総
合
図
書
館
な

ど
の
施
設
見
学
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、
資
料
配
布
、
ビ
デ
オ
上
映

な
ど
。
な
お
、
日
程
に
よ
っ
て
内

容
は
異
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（h

ttp
:
/
/
w
w
w
.

k
a
n
s
a
i-u
.a
c.jp

）
で
。
知
り

合
い
の
高
校
生
や
受
験
生
に
ぜ
ひ

す
す
め
ら
れ
た
い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

●
日
本
初
の
「
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン

ク
型
シ
ニ
ア
住
宅
」
創
設

文
学
部
は
、
財
団
法
人
社
会

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
、
神
戸
市
の
御
影
山
手
に
建

設
中
の
シ
ニ
ア
住
宅
（
高
齢
者

施
設
）「
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
御

影
」
の
入
居
者
を
対
象
に
、
本

学
で
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

・
社
会
人
学
生
と
し
て
学
ぶ「
オ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」、
シ
ニ
ア
住
宅
で
開
講
さ
れ

る
「
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
す
る
こ
と

に
合
意
し
、
三
者
の
間
で
協
定

を
結
ん
だ
。
二
〇
〇
六
年
秋
か

ら
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
御
影

の
入
居
予
定
者
に
対
し
て
公
開

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
二

〇
〇
七
年
度
に
は
十
程
度
の
講

座
で
構
成
さ
れ
る
「
プ
レ
コ
ー

ス
」
を
開
設
す
る
。
こ
の
よ
う

な
事
業
は
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で

に
実
施
例
が
あ
る
が
、
日
本
で

本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
の
は
こ

れ
が
初
め
て
。

●
中
国
の
章
教
授
に
名
誉
博
士

称
号
贈
呈

六
月
二
十
四
日
、
以
文
館
に

お
い
て
中
国
の
章
開
�
氏
へ
の

名
誉
博
士
号
の
贈
呈
式
が
開
催

さ
れ
た
。
名
誉
博
士
号
の
贈
呈

は
八
人
目
と
な
る
。
章
開
�
氏

は
、
中
国
を
代
表
す
る
歴
史
学

者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
特
に

専
門
と
す
る
中
国
近
代
史
分
野

に
お
い
て
は
、
斯
界
の
第
一
人

者
と
し
て
『
辛
亥
革
命
史
』
を

は
じ
め
浩
瀚
な
研
究
成
果
を
多

数
公
表
し
て
い
る
。

●
宝
塚
市
教
育
委
員
会
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

本
学
は
、
宝
塚
市
立
学
校
と

の
人
的
・
知
的
交
流
を
通
じ

て
、
新
た
な
学
び
の
場
を
創
造

す
る
と
と
も
に
、
教
育
上
の
課

題
等
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
宝
塚
市
教
育

委
員
会
と
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
と
の
協
定
締

結
は
十
六
件
と
な
る
。

●
関
西
大
学
と
コ
ン
ス
タ
ン
ツ

大
学
と
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

ド
イ
ツ
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大

学
と
本
学
の
間
で
、
国
際
交
流

計
画
に
関
す
る
基
本
協
定
、
学

部
・
大
学
院
学
生
交
換
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
協
定
大
学
は
三
十
校
と

な
る
。
同
大
学
は
、
一
九
六
六

年
に
創
立
さ
れ
、
約
一
万
人
の

学
生
を
擁
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ

の
大
学
の
中
で
も
比
較
的
新
し

く
、
革
新
的
な
研
究
・
指
導
方

法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

六甲山荘
本学教職員、学生、生徒、校友など

１，５８０円（通年）【日帰り利用可】
３，１５０円（通年）【日帰り利用可】

５００円
２,０００円・２,５００円・３,５００円

毎週水曜日
４泊５日

白馬栂池高原ロッジ

２，６３０円（夏季）
５，２５０円（夏季）

６３０円
１，５８０円
毎週木曜日

利用範囲
学内者
学外者
朝食
夕食

休館日
利用限度

宿泊料

食事料

日 程

７／３０（日）、３１（月）

８／４日（金）
�於 高槻キャンパス�

８／２６（土）

９／２３（土・祝）

１１／２３（木・祝）

１１／２５（土）
�於 高槻キャンパス�

２００７年３／２４（土）

※開催時間はいずれも１０時から１６時まで

オープンキャンパス名

Summer Campus
千里山1st Stage

Summer Campus
高槻

Summer Campus
千里山2nd Stage

Autumn Campus
千里山1st Stage

Autumn Campus
千里山2nd Stage

Autumn Campus
高槻

Fresh Campus

２００６年オープンキャンパス日程決まる

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
・
六
甲
山
荘

高校生・受験生対象

旅
の
疲
れ
を
癒
す
温
泉
や

自
然
豊
か
な
施
設
を
散
策

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
http���w

w
w
.kansai�

u.ac.jp�Jigyo�sem
inar�index.htm

l

学
の
実
化
賞
、
研
究
奨
励
賞
等
の
表
彰

関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会

（２）平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号
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関
西
大
学
吹
田
市
民
講
座

（
後
期
講
座
）

第
三
十
五
回

関
西
大
学
お
お
さ
か

文
化
セ
ミ
ナ
ー（
後
期
講
座
）

第
二
十
六
回

関
西
大
学
公
開
講
座

（
高
槻
市
）（
後
期
講
座
）

第
八
回

文
部
科
学
省
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
私
立

大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
の
中
核
「
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
と
し
て
、
こ
の
春
、「
高
度

福
祉
社
会
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
に
寄
与
す
る
生
活
支
援
工

学
構
築
の
た
め
の
実
践
的
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
定
さ
れ
た
。
研
究
組
織
は
先
端

科
学
技
術
推
進
機
構
を
母
体
と
す
る
生
活
支
援
工
学

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
。
内
山
寛
信
工
学
部
教
授
を
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
建
築
学
・
材
料
工
学
・
機
械
工
学
（
計

測
・
制
御
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
人
間

工
学
）
の
各
分
野
が
集
結
し
、
医
療
・
福
祉
機
関
や

メ
ー
カ
ー
と
の
実
践
的
な
連
携
に
よ
っ
て
、「
生
活
支

援
工
学
」
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
研
究
領
域
を
開

拓
す
る
。

こ
の
研
究
の
第
一
の
目
的
は
、
高
度
福
祉
社
会
に

お
い
て
、
個
々
の
運
動
機
能
障
害
の
度
合
い
に
応
じ

た
生
活
行
為
を
支
障
な
く
行
え
る
空
間
と
し
て
の
生

活
環
境
を
設
計
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
を
効
果
的
に
行
う

方
策
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
住
環
境
・
光
環
境

・
生
活
支
援
機
器
の
実
践
的
研
究
開
発
と
、
定
量
化

法
な
ど
の
関
連
技
術
の
構
築
が
行
わ
れ
る
。
第
二
の

目
的
は
、
実
験
施
設
を
大
学
・
地
域
・
産
業
・
他
研

究
機
関
と
の
連
携
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
、
生
活
支

援
の
た
め
の
実
践
的
・
実
質
的
な
研
究
拠
点
モ
デ
ル

と
し
て
構
築
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
三
の
目
的

は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
実

証
実
験
住
宅
（
仮
称
）」
を
実
践
的
研
究
の
場
と
し
て

有
効
に
機
能
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
研
究
過
程
に
お
い

て
被
験
者
か
ら
得
ら
れ
た「
実
感
」と「
実
体
験
」に
基

づ
く
多
様
な
デ
ー
タ
を
精
緻
に
集
積
・
分
析
し
、「
地

域
・
医
療
・
福
祉
・
工
学
」
が
連
携
し
た
福
祉
社
会
支
援

拠
点
モ
デ
ル
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
統
合
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
機
能
低
下
を
補
完
し
て
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
効
果
的
に
改
善
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
工
学

分
野
�
「
生
活
支
援
工
学
」
を
提
唱
す
る
。「
生
活
支

援
工
学
」
の
め
ざ
す
も
の
は
、
残
存
機
能
や
生
活
様

式
、
あ
る
い
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
程
度
が
異
な
る
個
々
人

が
「
生
き
る
」
こ
と
を
支
援
す
る
工
学
体
系
で
あ
る

と
い
え
る
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
は
、
今
後
五
年
間
に
わ
た

っ
て
、
国
の
総
合
的
な
支
援
（
補
助
金
）
を
得
て
推

進
さ
れ
る
。
現
代
社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ

と
り
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
だ
け
に
、
関

西
大
学
発
―
生
活
支
援
工
学
―
が
、
大
き
な
社
会
貢

献
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

研
究
助
成
課
）

Ｑ
Ｏ
Ｌ
�Q

u
a
lity

o
f
L
ife

ま
た
はQ

u
a
lity

o
f
L
ivin
g

の
略
。
特
に
こ
の
研
究
で

は
「
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
の
質
」
の
改

善
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
学
の
部

優
勝
者
�
廣
山
み

ど
り
さ
ん

準
優
勝
者
�
呼
子

真
悟
さ
ん

本
学
と
吹
田
市
教
育
委
員
会

は
、「
関
西
大
学
吹
田
市
民
講

座
」（
後
期
講
座
）を
四
コ
ー
ス
二

十
テ
ー
マ
で
共
催
し
ま
す
。会
場

は
、木
曜
日
は
関
西
大
学
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
新
関
西
大
学

会
館
北
棟
一
階
ホ
ー
ル
。
金
曜

日
は
南
千
里
の
千
里
市
民
セ
ン

タ
ー
。
広
く
一
般
社
会
人
の
受

講
を
歓
迎
し
ま
す
。

（
工
学
）

▼
マ
テ
リ
ア
ル
と
私
た
ち
の
未

来
九
月
二
十
一
日
〜
十
月
十
九

日
の
毎
木
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

（
総
合
）

▼
日
本
の
宗
教
・
世
界
の
宗
教

―
知
的
理
解
の
す
す
め

九
月
二
十
一
日
〜
十
月
十
九

日
の
毎
木
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

（
経
済
・
商
学
）

▼
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
と
企
業
活
動

九
月
二
十
二
日
〜
十
月
二
十

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

（
法
律
・
政
治
）

▼
司
法
制
度
改
革
と
法

九
月
二
十
二
日
〜
十
月
二
十

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

本
学
と
大
阪
府
立
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、「
関
西
大
学
お
お

さ
か
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」（
後
期
講

座
）
を
一
般
社
会
人
を
対
象
に

共
催
し
ま
す
。
会
場
は
関
西
大

学
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
。

▼
「
京
の
女
、
大
阪
の
女
」

十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
二

十
八
日
の
毎
火
曜
日
（
い
ず
れ

も
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
）

「
関
西
大
学
公
開
講
座
（
高

槻
市
）」（
後
期
講
座
）
は
、
一

般
社
会
人
を
対
象
に
高
槻
市
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で

開
か
れ
ま
す
。
会
場
は
高
槻
市

立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▼
成
熟
社
会
の
危
機
管
理
術

十
一
月
十
一
日
〜
十
二
月
九

日
の
毎
土
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

四
時
〜
十
五
時
三
十
分
）

公
開
講
座

フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
六

本
学
を
は
じ
め
大
阪
、
神

戸
、
奈
良
の
大
学
等
が
参
加
す

る
阪
神
奈
大
学
・
研
究
機
関
生

涯
学
習
ネ
ッ
ト
主
催
の
「
公
開

講
座
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
六
」
が

「
関
西
再
発
見
〜
未
来
へ
の
飛

翔
〜
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
十
一

月
六
日
（
月
）
〜
二
十
五
日

（
土
）
の
間
に
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
講
座
は
、
阪
神
奈
の
大

学
が
リ
レ
ー
形
式
で
行
い
ま

す
。
本
学
か
ら
は
、
十
一
月
二

十
五
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
四

時
三
十
分
ま
で
、
山
野
博
史
法

学
部
教
授
が
「
文
化
考
察
の
黄

金
期
に
学
ぶ
―
大
阪
の
場
合

―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま

す
。会

場
は
大
阪
府
立
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
さ
い
か
く
ホ
ー
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
ま
で
。

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１（
十

時
三
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
）

問い合わせはリードセンター事務室
まで。
�０６―６３６８―０７２１

（１０時３０分から１８時まで）
ウェブサイト
http���www.kansai―u.ac.jp/extension/

本
学
商
学
部
創
設
百
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
全
国
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
企

画
書
）
を
募
集
し
た
、
関
西
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
キ

ュ
ー
ビ
ッ
ク
）
の
本
選
会
が
、

六
月
二
十
四
日
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
開
催

さ
れ
た
。

本
選
会
に
は
、
応
募
総
数
八

百
四
十
八
件
の
中
か
ら
第
一
次

・
第
二
次
審
査
を
通
過
し
た
高

校
の
部
・
大
学
の
部
各
五
組
が

出
場
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
競
い

合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高
校
の

部
は
兵
庫
県
立
三
木
北
高
等
学

校
の
水
野
花
さ
ん
他
計
三
人（
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
み
な
さ
ん
）（
プ
ラ
ン

名
は
「
シ
ニ
ア
向
け
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー

Ｇ
―
Ｖ
Ａ
」）、
大
学

の
部
は
関
西
大
学
商
学
部
の
廣

山
み
ど
り
さ
ん
（
プ
ラ
ン
名
は

「A
qua

w
all

」）
が
見
事

優
勝
し
た
。

高
校
の
部
の
学
校
賞
は
京
都

府
立
京
都
す
ば
る
高
等
学
校
が

受
賞
し
、
協
賛
企
業
が
審
査
し

た
企
業
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ

た
。本

選
会
に
は
約
二
百
五
十
人

が
参
加
し
、「
学
生
の
力
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
く
、
百
年
の
歩
み
を
未
来

に
つ
な
ぐ
、
若
さ
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

（
商
学
部
）

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１７１
回
公
開
講
座

日
時

十
月
十
八
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

場
所

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

講
師

笹
倉
淳
史
（
経
済
・
政

治
研
究
所
研
究
員

商
学
部
教

授
）

テ
ー
マ
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
会
計
」

第
１７０
回
産
業
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
十
四
日
（
木
）

十
三
時
十
分
〜
十
六
時
十
分

場
所

り
そ
な
銀
行
大
阪
本
社

地
下
二
階
講
堂

講
師

�
瀬
武
典
（
経
済
・
政

治
研
究
所
研
究
員
社
会
学
部
教

授
）

森
田
雅
也
（
経
済
・
政
治
研
究

所
研
究
員
社
会
学
部
教
授
）

テ
ー
マ
「
人
と
組
織
の
活
性

化
」

第
１７１
回
産
業
セ
ミ
ナ
ー

日
時

十
月
十
六
日
（
月
）

十
三
時
十
分
〜
十
六
時
十
分

場
所

り
そ
な
銀
行
大
阪
本
社

地
下
二
階
講
堂

講
師

鶴
田
�
巳
（
経
済
・
政
治

研
究
所
研
究
員

商
学
部
教

授
）

橋
本

理
（
経
済
・
政
治
研
究

所
研
究
員

社
会
学
部
助
教

授
）

テ
ー
マ
「
地
方
財
政
改
革
と
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
」（
鶴
田
）

「
地
域
再
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
」（
橋
本
）

問
い
合
わ
せ
は
研
究
所
事
務
室

ま
で
。

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７
９

e

―m
a
il
:k
e
is
e
ik
e
n
@

jm
.k
a
n
s
a
i-u
.a
c
.jp

五
月
八
日
に
工
学
部
化
学

工
学
科
が
「
化
学
お
よ
び
化

学
関
連
分
野
（
化
学
工
学
コ

ー
ス
）」
で
、
都
市
環
境
工
学

科
が
「
土
木
お
よ
び
土
木
関

連
分
野
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日

本
技
術
者
教
育
認
定
機
構（
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
か
ら
技
術
者
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。

こ
の
認
定
制
度
は
大
学
な

ど
高
等
教
育
機
関
で
実
施
さ

れ
て
い
る
技
術
者
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
社
会
の
要
求
水

準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
外
部
機
関
が
公
平
に
評

価
し
、
要
求
水
準
を
満
た
し

て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

認
定
す
る
専
門
認
定
制
度
で

あ
る
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒

業
生
は
、
申
請
に
よ
り
「
修

習
技
術
者
」
の
資
格
が
与
え

ら
れ
、
技
術
士
の
一
次
試
験

が
免
除
さ
れ
る
。
な
お
、
本

学
で
は
平
成
十
五
年
四
月
に

先
端
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
科
が

既
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
認
定
審
査
、
審
議

に
つ
い
て
の
総
括
が
、「
サ
マ

リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
「
認
定
」
サ
イ
ト
（h

tt
p���w

w
w
.jabee.org

�O
pen
H
om
eP
age�

accred
itation

.h
t

m

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
参
照
願
い
た
い
。

（
工
学
部
）

生生活活支支援援工工学学のの立立場場かからら
高高度度福福祉祉社社会会ににおおけけるる「「ＱＱＯＯＬＬ改改善善」」にに挑挑むむ

工学部化学工学科および
都市環境工学科が
ＪＡＢＥＥから認定

「生きる」を支援する

※図はこのプロジェクトで新たに建築される「実証実験
住宅（仮称）」の概念を示したもの

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
本
選
会
の
結
果
発
表

全体構想と実証実験住宅の位置付け

エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

３
つ
の
目
標

平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号（３）
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教材の複写依頼※�
授業でAV機器やパワーポイント等を使用したい�
教室にある設備がうまく作動しない�
休講連絡※�
授業の教室を変更したい�
補講を行いたい�
教室で資料（出席票）の配布・回収を手伝って欲しい�
教職員・入退出カードの再発行�
異動があった場合の届出先について�
試験・成績評価に関する問い合わせについて�
インフォメーションシステムの操作について�
デジタルコンテンツの作成をサポートしてほしい�
個人研究費・科学研究費の申請�

●�
●�
●�
�
●�
●�
●�

●�
●�
●�
●�
●�
●�
●�
�
�
�
●�
●�

●�
●�

●�

教
務
セ
ン
タ
ー
�

学
舎
ブ
ラ
ン
チ
�

授
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
�

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
�

※インフォメーションシステムでも可能�

履修や学習面の相談�
授業に関する簡単な質問�
不安や悩みがあるとき�
住所・氏名・本籍地・保証人等が変わったとき�
休学・復学・退学・再入学・復籍するとき�
遺失物・拾得物について�
学割証や証明書がほしい�
自動発行機で発行できない証明書がほしい�
学生証・在籍確認票の再交付�

教
務
セ
ン
タ
ー
�

授
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
�

自
動
発
行
機
�

●�
�
●�
●�
●�
�
�
●�
●�

�
●�
�
�
�
●�

●�

が変わるのか
教務センター発足で
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����
����

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
部
学
生
お
よ
び
大

学
院
学
生
（
以
下
、
学
生
）
の
み
な
さ
ん
は
、
秋
学

期
開
始
日
で
あ
る
九
月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら
、
所

属
学
部
・
大
学
院
事
務
室
（
以
下
、
学
部
事
務
室
）

に
代
わ
っ
て
教
務
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
修
学
上
必
要

な
諸
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
教
務
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
二
年
次
生
以
上
の
み
な
さ
ん

に
は
、
す
で
に
本
紙
第
三
百
三
十
一
号
（
平
成
十
八

年
一
月
十
日
発
行
）
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い

る
が
、
一
年
次
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
聞
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
以
下
に
改
め
て
説
明
し

た
い
。

本
学
で
は
、
学
生
の
み
な
さ

ん
が
所
属
す
る
学
部
の
事
務
室

で
、
住
所
や
通
学
区
間
の
変
更

手
続
や
、
学
費
の
分
納
・
延
納

の
申
請
、
履
修
に
関
す
る
質

問
、
授
業
に
関
す
る
質
問
等
々

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
学
部
事
務
室
は
、
こ
れ
ら

の
修
学
上
必
要
な
諸
手
続
き
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
ら
を

教
務
事
務
と
い
う
）
だ
け
で
は

な
く
、
教
員
に
必
要
な
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状

況
で
は
、
限
ら
れ
た
事
務
ス
タ

ッ
フ
で
学
生
の
み
な
さ
ん
と
教

員
の
双
方
に
満
足
の
い
く
教
務

事
務
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
す
に

は
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を

効
率
的
に
集
中
化
さ
せ
、
必
要

に
応
じ
て
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
持

て
る
パ
ワ
ー
を
う
ま
く
引
き
出

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
ど
の
学
部
事
務
室
で
も
共

通
で
行
っ
て
い
る
教
務
事
務
を

一
箇
所
で
ま
と
め
て
行
い
、
そ

の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
事
務

ス
タ
ッ
フ
の
パ
ワ
ー
を
、
よ
り

一
層
の
教
育
的
効
果
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
重
点
的
に
特
化
し

よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
教
務

セ
ン
タ
ー
構
想
の
狙
い
で
あ

る
。

設
置
場
所

経
済
学
部
や
商
学
部
の
授
業

に
加
え
て
第
六
時
限
・
第
七
時

限
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
第

２
学
舎
１
号
館
の
一
階
部
分
の

改
修
工
事
が
す
で
に
完
了
し
て

お
り
、
現
在
、
教
務
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

基
本
的
に
は
、
今
ま
で
学
部

事
務
室
で
提
供
し
て
い
た
教
務

事
務
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
相
談
業
務
の
充
実
を
図

る
。
た
だ
し
、
本
学
で
は
、
原

則
的
に
学
部
ご
と
に
学
舎
が
割

り
振
ら
れ
て
お
り
、
学
部
が
提

供
す
る
授
業
は
そ
の
学
舎
で
行

わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

授
業
に
関
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
舎
に
配
置
す
る
「
授

業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
み

な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
る
。

授
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
教

員
へ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
す
る

が
、「
こ
ん
な
場
合
ど
ち
ら
に
行

け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
迷

わ
な
い
た
め
に
、
�
表
１
�
で

ケ
ー
ス
別
に
例
示
す
る
の
で
、

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

開
室
時
間

教
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
２

部
の
学
部
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

の
教
務
事
務
の
サ
ー
ビ
ス
と
、

第
２
学
舎
で
行
わ
れ
て
い
る
第

六
時
限
・
第
七
時
限
の
授
業
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
こ
と

か
ら
、
九
時
か
ら
二
十
時
ま
で

開
室
す
る
。

ま
た
、
授
業
支
援
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
第
２
学
舎

は
八
時
半
か
ら
二
十
一
時
半
、

そ
れ
以
外
は
八
時
半
か
ら
十
八

時
と
な
る
。

従
来
の
学
部
事
務
室
は
、
今
年
度
秋
学
期
か
ら
学
部
執
行
部
を
中
心
と
し
た
教
員
へ

の
支
援
に
特
化
し
た
オ
フ
ィ
ス
（
学
舎
ブ
ラ
ン
チ
）
と
な
る
。
学
生
の
教
務
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
は
教
務
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
教
員
が
担
当
す
る
授
業
に
直
接
関
連

す
る
サ
ポ
ー
ト
は
、
教
員
が
授
業
を
行
う
学
舎
内
に
配
置
す
る
「
授
業
支
援
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
に
お
い
て
行
う
。
内
容
別
の
対
応
窓
口
は
�
表
２
�
を
参
照
の
こ
と
。

教
務
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴

い
、
教
員
に
提
供
で
き
る
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
特
徴
的
な

も
の
が
二
つ
あ
る
。

授
業
支
援
の
充
実

従
来
、
教
員
が
教
室
で
必
要

と
さ
れ
る
授
業
運
営
上
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
学
部
事
務
室
の

事
務
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
と
並
行
し
て
対
応
し
て
き

た
。
し
か
し
、
今
回
の
教
務
セ

ン
タ
ー
構
想
で
は
、
セ
ン
タ
ー

に
授
業
支
援
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
教
員
の
授
業
改
善
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
専
用
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い

る
。具

体
的
に
は
、
第
２
学
舎
１

号
館
に
あ
る
教
務
セ
ン
タ
ー
の

オ
フ
ィ
ス
で
は
、
授
業
改
善
や

教
授
法
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
ス
タ
ッ
フ
や
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
支
援
や

授
業
支
援
の
シ
ス
テ
ム
等
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
授
業
運
営

の
支
援
と
い
っ
た
実
践
的
な
サ

ポ
ー
ト
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
す
る
。
さ
ら
に
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
各
学
舎
内
に
は「
授

業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
配

置
し
、
教
室
内
で
の
資
料
配
布

や
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
の
接
続
、
レ
ポ
ー
ト
等
提
出

物
の
回
収
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
が
、
教
員
が
教
室
で
行

う
授
業
に
関
す
る
実
践
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
行

う
。

研
究
支
援
の
充
実

教
員
の
個
人
研
究
や
共
同
研

究
に
関
す
る
研
究
費
の
執
行
や

各
種
の
諸
手
続
お
よ
び
研
究
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提

供
を
行
う
事
務
支
援
組
織
と
し

て
「
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

新
関
西
大
学
会
館
南
棟
一
階
に

開
設
す
る
。
場
所
と
し
て
は
、

教
務
セ
ン
タ
ー
に
も
近
く
、
教

育
と
研
究
の
両
面
で
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

学
生
の
み
な
さ
ん
と
教
員
に

分
け
て
教
務
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
っ
て
現
状
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
説
明
を
し
て
き

た
。
こ
こ
で
少
し
視
点
を
変
え

て
、
本
学
の
事
務
組
織
の
変
更

点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

現
在
の
教
務
事
務
を
執
り
行

っ
て
い
る
複
数
の
学
部
事
務
室

の
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、
教
務
セ
ン
タ
ー
や
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
だ
け
で
は

な
い
。
学
生
の
み
な
さ
ん
や
教

員
に
直
接
影
響
の
あ
る
改
善
点

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
学
の
充
実
に
資
す
る
も
の
で

あ
り
、
結
果
的
に
み
な
さ
ん
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
も
の
も

あ
る
。

ま
ず
、
第
一
は
「
学
長
室
」

の
設
置
で
あ
る
。
学
長
室
は
、

こ
れ
か
ら
の
本
学
に
お
け
る
教

育
・
研
究
・
社
会
貢
献
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充

実
し
、
展
開
す
る
た
め
に
、
学

長
が
適
切
な
教
学
の
政
策
を
立

案
し
て
い
く
際
の
支
援
事
務
組

織
で
あ
る
。

第
二
は
、
学
部
お
よ
び
大
学

院
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）

の
あ
ら
ゆ
る
入
学
試
験
業
務
を

入
試
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
本
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
入
試
を
よ

り
一
層
充
実
し
た
体
制
で
実
施

・
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

が
移
転

六
月
九
日
を
も
っ
て
、
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が
新
関
西
大
学

会
館
北
棟
三
階
か
ら
同
会
館
南

棟
三
階
に
移
転
し
た
。

【
開
室
時
間
】

月
〜
土
曜
日

九
時
か
ら
十

七
時
（
た
だ
し
、
授
業
期
間
中

の
木
曜
日
は
九
時
か
ら
二
十

時
）十

二
時
半
か
ら
十
三
時
半
は

昼
休
み
の
た
め
閉
室
。

な
お
、
外
国
人
留
学
生
に
よ

る
外
国
語
会
話
交
流
会
は
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
内
交
流
室
で

時
間
割
は
変
更
せ
ず
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

が
移
転

七
月
六
日
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
が
新
関
西
大
学
会
館

北
棟
一
階
か
ら
三
階
に
移
転

し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
。こ
れ
に
伴
い
、キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
事
務
室
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
、
卒
業
生
就

業
支
援
室
、
就
職
情
報
資
料
室

が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集
ま
っ
た
。

【
開
室
時
間
】

月
〜
金
曜
日

九
時
か
ら
二

十
時

土
曜
日

九
時
か
ら
十

七
時た

だ
し
、十
二
時
半
か
ら
十
三

時
半
は
昼
休
み
の
た
め
閉
室
。

秋
学
期
か
ら
は
、
教
務
に
関

す
る
事
項
は
教
務
セ
ン
タ
ー
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
学

生
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る
修
学

上
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
は
大
学
全
体
で
行
う
べ
き
も

の
な
の
で
、
教
務
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
行
に
あ
た
っ
て
、
不
明
な

点
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
所
属
の
学
部
事
務
室
・
大

学
院
事
務
室
、
秋
学
期
か
ら
は

移
行
後
の
教
務
セ
ン
タ
ー
に
遠

慮
な
く
尋
ね
て
も
ら
い
た
い
。

な
お
、
専
門
職
大
学
院
で
あ

る
法
務
研
究
科
お
よ
び
会
計
研

究
科
に
つ
い
て
は
、
教
務
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
行
時
期
が
異
な

る
。
詳
細
は
別
途
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

案
内
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
総
合
情
報
学
部
お
よ

び
総
合
情
報
学
研
究
科
に
つ
い

て
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
学
部
・
研
究
科
と
は
異
な

り
、
現
行
の
ま
ま
の
手
続
き
だ

が
、
サ
ポ
ー
ト
の
質
向
上
に
つ

い
て
は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と

同
様
に
推
進
し
て
い
く
。

（
学
事
課
）

■
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト

■
教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト

教
員
向
け
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

教
務
セ
ン
タ
ー
の
概
要

■
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

教
務
セ
ン
タ
ー
設
置
の
理
由

■
お
わ
り
に

■学生サービスの対応窓口＜表１＞

■教員サポートの対応窓口＜表２＞

（４）平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号
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成
17
年
度
決
算
に
つ
い
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校
法
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関
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平
成
十
七
年
度
決
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
お
よ
び
法
人
予

算
会
議
を
経
て
、
理
事
会
（
平

成
十
八
年
五
月
十
一
日
）
、
評

議
員
会
（
平
成
十
八
年
五
月
二

十
五
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

学
校
法
人
は
、
各
設
置
学
校

の
教
育
研
究
に
係
る
諸
事
業
を

予
算
と
し
て
編
成
し
、
そ
の
予

算
を
目
的
達
成
に
向
け
て
執
行

し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十
七

年
度
予
算
（
当
初
予
算
に
加

え
、
第
一
次
補
正
お
よ
び
第
二

次
補
正
を
実
施
）
に
計
上
し
た

事
業
は
、
概
ね
予
定
ど
お
り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
法
人
は「
強
い
関
西
大
学
」

の
構
築
に
向
け
て
、
平
成
十
七

年
五
月
に
「
関
西
大
学
の
経
営

理
念
・
基
本
方
針
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
を

継
承
し
つ
つ
、
二
十
一
世
紀
の

国
家
・
社
会
の
形
成
に
主
体
的

に
参
画
す
る
強
い
関
大
人
を
育

成
す
る
た
め
、
短
期
計
画
お
よ

び
中
期
四
年
計
画
に
基
づ
き
、

経
営
・
教
学
一
丸
と
な
っ
て
、

教
育
と
研
究
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
教
育
研
究
活
動

に
供
す
る
施
設
設
備
の
充
実
を

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、平
成
十
八

年
十
一
月
の「
創
立
百
二
十
周

年
」に
向
け
、記
念
事
業
計
画
も

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
会
計
基
準
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
度

決
算
か
ら
、
諸
活
動
に
見
合
っ

た
会
計
処
理
の
合
理
化
、
財
政

お
よ
び
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
基
本
金
取
崩
し
要

件
の
緩
和
、
貸
借
対
照
表
の
注

記
事
項
の
充
実
が
行
わ
れ
、
本

法
人
も
こ
れ
に
対
応
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
も
学
校
法
人
関
西
大
学

が
永
続
し
て
、
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
に
お
い
て
、
財
政
の
健

全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

け
て
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
の
温

か
い
ご
理
解
と
熱
い
ご
支
援
を

是
非
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
平
成
十
七
年
度
決

算
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

ア

会
計
専
門
職
大
学
院
の
開

設
（
平
成
十
八
年
四
月
）
準
備

「
世
界
に
通
用
す
る
」
公
認

会
計
士
の
養
成
を
第
一
の
目
的

と
し
、
さ
ら
に
企
業
や
官
公
庁

か
ら
の
要
請
に
応
じ
た
会
計
人

の
養
成
を
も
目
的
と
し
て
「
監

査
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
り
う
る
公

認
会
計
士
」「
産
業
界
の
リ
ー
ダ

ー
た
り
う
る
公
認
会
計
士
」「
官

公
庁
の
リ
ー
ダ
ー
た
り
う
る
公

認
会
計
士
」
の
養
成
を
め
ざ

し
、
平
成
十
八
年
四
月
の
開
設

に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
ま
し

た
。入
学
定
員
は
七
十
名
で
す
。

イ

学
部
・
大
学
院
の
再
編
と

連
携
の
推
進

学
部
・
大
学
院
に
お
い
て
、

そ
の
あ
り
方
を
点
検
し
、
既
存

の
学
部
・
大
学
院
研
究
科
の
再

編
や
新
た
な
学
部
の
設
置
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

学
部
関
係
で
は
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
文
学
部
に
「
英
米
文

化
専
修
」「
芸
術
学
美
術
史
専

修
」「
心
理
学
専
修
」「
映
像
文

化
専
修
」
「
文
化
共
生
学
専

修
」
の
五
専
修
を
新
設
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
工
学
部
を
「
シ
ス
テ
ム
理
工

学
部
」「
環
境
都
市
工
学
部
」「
化

学
生
命
工
学
部
」
の
三
学
部
に

再
編
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
同
じ
く
、
平
成

十
九
年
度
に
は
「
政
策
創
造
学

部
」
を
新
た
に
開
設
す
る
た
め

の
準
備
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

大
学
院
関
係
で
は
、
文
学
研

究
科
で
は
平
成
十
八
年
度
か

ら
、
外
国
語
教
育
学
研
究
科
で

は
平
成
十
九
年
度
か
ら
一
年
修

了
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
度
大
学
院

入
試
か
ら
、
経
済
学
部
・
経
済

学
研
究
科
五
年
一
貫
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

ウ

「
教
務
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
（
平
成
十
八
年
九
月
）
準
備

学
生
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
め
ざ
し
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
す
べ

く
、
平
成
十
八
年
九
月
か
ら
教

務
事
務
を
一
元
化
す
る
「
教
務

セ
ン
タ
ー
」
を
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
第
２
学
舎
１
号
館
一
階
に

開
設
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

エ

文
部
科
学
省
補
助
金
の
獲

得
教
育
分
野
で
は
、
大
学
教
育

改
革
支
援
事
業
等
競
争
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
特
色
Ｇ
Ｐ
で
一
件
、

教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
で
一
件
、
英
語

指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事
業
で
一
件
の
合
計
三
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
分
野
で
は
、
私
立
大
学

学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
の

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
で
二
件
、
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
で
二

件
、
産
学
連
携
研
究
推
進
事
業

・
社
会
連
携
研
究
推
進
事
業
で

一
件
、
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
一
件

の
合
計
六
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
申
請
し
た
六
件
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
が
す
べ
て
選

定
さ
れ
、
総
額
二
十
六
億
円
に

の
ぼ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

本
事
業
に
お
け
る
本
学
の
採
択

実
績
は
、
全
私
立
大
学
中
第
三

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ

平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇

六
年
度
）
入
試
概
要

一
般
入
学
試
験
で
は
、
文
学

部
が
新
た
に
Ｄ
日
程
を
実
施

し
、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験

で
は
、
商
学
部
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
全
学
部
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
試
験
地
に
つ
い
て

は
、「
神
戸
試
験
地
」
を
増
設

し
、
全
国
二
十
都
市
で
の
受
験

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

カ

国
際
交
流
の
推
進

「
国
際
交
流
の
新
た
な
展
開

―
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｋ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
を
め
ざ
し
て

―
」
の
実
現
に
向
け
、
協
定
大

学
の
拡
充
（
平
成
二
十
一
年
度

ま
で
に
五
十
大
学
）
や
派
遣
留

学
生
の
増
大
（
年
間
千
人
派
遣

計
画
）
に
向
け
た
施
策
を
取
り

ま
と
め
、
協
定
校
の
拡
充
に
努

め
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
は

新
た
に
九
大
学
と
協
定
を
締
結

し
、
協
定
大
学
は
全
部
で
二
十

八
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

キ

社
会
貢
献
の
推
進

平
成
十
七
年
四
月
に
社
会
連

携
推
進
本
部
を
設
置
し
、
そ
こ

に
「
産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン

タ
ー
」
と
「
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
」
を
置
き
、
産
学
官
連
携
事

業
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護

・
活
用
、
地
域
連
携
等
の
推
進

を
通
じ
、
研
究
成
果
の
社
会
還

元
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

高
大
連
携
推
進
事
業
の
展
開

に
は
、
教
育
委
員
会
等
と
の
連

携
協
定
が
必
要
不
可
欠
で
す

が
、
平
成
十
七
年
度
は
、
伊
丹

市
、
寝
屋
川
市
、
河
内
長
野
市

の
各
教
育
委
員
会
と
締
結
し
、

あ
わ
せ
て
、
十
五
の
教
育
委
員

会
と
連
携
協
定
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
四
月
に

学
生
セ
ン
タ
ー
内
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

講
座
の
開
催
や
活
動
を
行
う
際

の
側
面
的
支
援
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

ク

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
の
学
生
の
就

職
環
境
は
、
金
融
機
関
の
求
人

活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
他
の
業
界
・
企
業
の
求

人
活
動
も
活
性
化
し
、
大
き
く

好
調
に
転
じ
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
下
位
年
次
か
ら

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
将
来
設

計
）
に
取
り
組
み
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
す
る
な
ど
段

階
的
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
促
す
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
充

実
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
十
一
月

か
ら
卒
業
生
の
就
業
支
援
に
関

す
る
業
務
を
本
格
的
に
開
始
し

ま
し
た
。具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
内
に
「
卒
業
生
就

業
支
援
室
」
を
設
け
、
株
式
会

社
関
西
雇
用
創
出
機
構
と
業
務

提
携
を
行
い
、
卒
業
生
の
転
職

や
再
就
職
等
に
関
す
る
相
談
や

就
職
先
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

度
の
利
用
登
録
者
数
は
千
六
十

名
で
し
た
。

ケ

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
の
推
進

平
成
十
四
年
十
月
か

ら
開
始
し
た
募
金
活
動

も
順
調
に
推
移
し
、
申

込
金
額
が
平
成
十
七
年

度
末
で
目
標
額
の
三
十

億
円
を
突
破
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
み
な
さ
ま

方
の
暖
か
い
ご
支
援
の

賜
物
と
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
一
方
で
、
創
立
百

二
十
周
年
記
念
事
業
計

画
は
事
業
費
七
十
億
円
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
計
画
の
進
捗

に
つ
れ
、
現
在
は
百
十
億
円
規

模
に
拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
み
な

さ
ま
方
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
の
う
ち
、

「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
に
つ
い
て

は
平
成
十
八
年
二
月

に
竣
工
し
ま
し
た
。

記
念
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
各
専
門
委
員
会
に

お
い
て
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

コ

学
生
諸
君
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
第
二
十

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大

会
（
イ
タ
リ
ア
）
に
お
い
て
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
、
文

学
部
の
�
橋
大
輔
君
が
八
位
入

賞
を
果
た
し
、
織
田
信
成
君
が

四
大
陸
選
手
権
（
ア
メ
リ
カ
）

初
出
場
で
優
勝
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
平
成
十
八

年
七
月
十
三
日
に
日
本
の
大
学

で
は
初
め
て
と
な
る
「
関
西
大

学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
を
竣
工

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

射
撃
部
で
は
文
学
部
の
松
村
久

基
君
が
世
界
学
生
選
手
権
（
ハ

ン
ガ
リ
ー
）
で
日
本
代
表
チ
ー

ム
と
し
て
優
勝
、
同
じ
く
文
学

部
の
安
西
美
帆
さ
ん
も
欧
州
エ

ア
ガ
ン
大
会（
ド
イ
ツ
）で
優
勝

す
る
と
い
う
活
躍
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
団
体
競
技
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
部
が
平
成
十
七
年
七

月
の
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学

サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
お

い
て
優
勝
し
学
生
日
本
一
に
輝

き
ま
し
た
。

文
化
面
で
は
、
速
記
部
が
第

九
十
回
全
日
本
大
学
速
記
競
技

大
会
で
優
勝
し
三
十
六
連
覇
の

偉
業
を
達
成
し
、
英
語
研
究
部

が
全
国
大
会
で
個
人
優
勝
、
団

体
二
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
試
験
で
は
、
司

法
試
験
に
二
十
四
人
（
法
科
大

学
院
生
一
名
を
含
む
）、
公
認
会

計
士
試
験
に
十
六
人
、
弁
理
士

試
験
に
十
人
、
国
家
公
務
員
�

種
試
験
に
三
人
が
合
格
し
ま
し

た
。

平
成
十
七
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

ア

「
総
合
学
生
会
館

メ
デ

ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
建
築

工
事平

成
十
八
年
二
月
に
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
四
階

建
、
延
床
面
積
約
一
万
五
百
平

方
�
の
建
物
を
建
築
い
た
し
ま

し
た
。
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
の
主
事
業
と
し
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
創
出
」

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
学
生

が
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
謳
歌
し
、
多
く
の
友
と
出
会

い
、
語
り
合
う
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
建
築
い
た

し
ま
し
た
。
多
数
の
情
報
コ
ン

セ
ン
ト
や
六
十
五
イ
ン
チ
プ
ラ

ズ
マ
九
面
マ
ル
チ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
な
ど
の
設
置
に
よ
り
情
報
収

集
・
発
信
の
場
を
設
け
、
学
生

の
課
外
活
動
に
不
足
し
て
い
る

会
議
室
・
和
室
・
小
ホ
ー
ル
の

ほ
か
、
学
生
食
堂
や
購
買
部
等

の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の

旗
艦
建
物
と
し
て
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
風

力
お
よ
び
太
陽
光
に
よ
る
発
電

設
備
も
備
え
て
い
ま
す
。

イ

「
以
文
館
」
増
築
工
事

文
部
科
学
省
の
「
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
に
、
本

学
大
学
院
文
学
研
究
科
「
人
間

活
動
理
論
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と

東
西
学
術
研
究
所
「
ア
ジ
ア
文

化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

十
八
年
三
月
、
岩
崎
記
念
館
別

館
（
旧
大
学
院
ホ
ー
ル
）
を
解

体
し
、
そ
の
跡
地
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、
延
床
面

積
約
三
千
八
百
平
方
�
の
建
物

を
建
築
し
て
既
存
の
以
文
館
に

接
続
し
ま
し
た
。

ウ

「
簡
文
館
」
増
築
工
事

文
部
科
学
省
の
「
オ
ー
プ
ン

・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」に
関
西
大
学
博
物
館
の「
な

に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、平
成
十
八
年
三
月
、

簡
文
館
の
一
部
と
第
１
学
舎
１

号
館
の
一
部
を
解
体
し
、
そ
の

跡
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建
、
延
床
面
積
約
千
六
百

平
方
�
の
建
物
を
建
築
し
て
既

存
の
簡
文
館
に
接
続
し
ま
し

た
。

エ

「
工
学
部
第
六
実
験
棟
」

建
築
工
事平

成
十
七
年
九
月
、
工

学
部
の
実
験
・
実
習
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
て
、

経
年
劣
化
し
た
土
木
工
学

・
建
築
学
実
験
場
お
よ
び

機
械
実
習
工
場
を
解
体

し
、
そ
の
跡
地
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、

延
床
面
積
約
三
千
三
百
平

方
�
の
建
物
を
建
築
し
ま

し
た
。

理事長 森本靖一郎

は
じ
め
に

事
業
の
概
要

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関
係

博
物
館
特
別
展
「
イ
ン
カ
へ
の

道
―
ア
ン
デ
ス
の
秘
宝
」
よ
り
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学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て�

平
成
18
年
11
月
の
創
立
百
二
十
周
年
に
向
け
て�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て�

平
成
18
年
11
月
の
創
立
百
二
十
周
年
に
向
け
て�

学
校
法
人
は
、
予
算
に
よ
っ
て
執

行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
決
算
に
つ
い

て
、文
部
省
令
に
定
め
る「
学
校
法
人

会
計
基
準
」
に
基
づ
き
、
財
務
計
算

に
関
す
る
書
類
と
し
て
、「
資
金
収
支

計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
表

あ
る
い
は
明
細
表
の
計
算
書
類
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
は
、学
校
法

人
の
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対

応
す
る
す
べ
て
の
収
入
・
支
出
の
内

容
を
明
ら
か
に
し
、か
つ
、支
払
資
金

の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。
資
金
の
動
き
の
す

べ
て
が
計
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、
当
該

会
計
年
度
に
お
け
る
消
費
収
支
の
均

衡
状
態
と
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が
健
全

で
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で

す
。
こ
の
計
算
書
は
、
言
わ
ば
企
業

会
計
の
「
損
益
計
算
書
」
に
あ
た
る

も
の
で
す
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
学
校
法
人

の
一
定
時
点
（
決
算
日
）
に
お
け
る

資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支

差
額
の
財
政
状
態
を
示
す
も
の
で

す
。
学
校
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改

正
に
対
応
し
て
、
平
成
十
七
年
度
決

算
か
ら
、
注
記
事
項
を
充
実
す
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
お
よ
び
経
営
状
況

の
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
作

成
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、「
財
産
目
録
」
は
、「
貸
借

対
照
表
」
を
基
準
に
し
て
組
み
替
え

て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
い
た
し
ま

す
。「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
に

財
産
目
録
な
ど
の
財
務
情
報
を
掲
載

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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注 記
１ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金
債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額
を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員

期末要支給額１３，０４１，２２６，６０３円の５０％を基にして、私立大学退
職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整
額を加減した金額を計上している。

イ 高等学校、中学校、幼稚園の教員
期末要支給額１，４００，８１６，９２０円から私学退職金財団よりの交付
金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

ウ 役員
期末要支給額３１，０００，０００円の１００％を計上している。

退職年金引当金
関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上してい
る。

�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法
移動平均法に基づく原価法である。

所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によっている。
預り金その他経過項目に係る収支の表示方法
前期末残高は、預り金支出・立替金収入とし、当期末残高は、預
り金収入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法
補助活動に係る収支は総額で表示している。

２ 重要な会計方針の変更等
「学校法人会計基準」（文部省令第１８号）の改正に伴い、当会計年度か
ら改正後の基準によっている。なお、この変更により、従来と同一の方

法によった場合と比較して基本金組入額が３，７２１，６８１円減少し、当年度消
費支出超過額が同額減少している。
３ 減価償却額の累計額の合計額 ５６，０１２，９６６，８９９円
４ 徴収不能引当金の合計額 ８，９６５，０００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。
土地 １０３，５４１．８９� １３２，３１１，６１６円

６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな
る金額 ５，６２４，７４０，０００円

７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�有価証券の時価情報 （単位 円）

（注）時価が貸借対照表計上額を超えないものについては、満期保有目的の債券の
ため、差額（評価損）が実現する可能性は低い。なお、仕組債については、
本表に含めて記載している。

�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し

１３，２００，０００円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権
移転外ファイナンス・リースは次のとおりである。
リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高
教育研究用機器備品 １，０９４，６４４，８７２円 ３６７，５５９，９４０円
その他の機器備品 ７，７２６，３２０円 １，９３１，５８０円
車輌 １２，３６０，６００円 ５，３３７，３５６円

計 １，１１４，７３１，７９２円 ３７４，８２８，８７６円

差 異

△ ２７２，３８３，６００
△ １６６，８５３，６００
△ ４７，８０５，０００
△ ９，０８３，５００
△ ４７，９６１，５００
△ ６８０，０００

△ ６２０，３２７，７７０
△ ６２２，３６７，０００

４４２，０００
１，７９８，９００
１，８０６，３８０

△ ２，００８，０５０

△ ３１２，６０２，６８２
△ ３１２，６０２，６８２

△ ５２６，８６６，３８５
△ ５３６，２４７，４０２

９，３８１，０１７

△ １３４，８９９，０２８
１３，５２７，１７１

△ １０５，１１１

△ １０，０７０，３４６
１９，４０８

△ ３，４５１

△ １１，３５７

△ ９３３

△ １２８，７６５

△ １０５，８８２，０２３

４８，６０９

１，３３９

△ １０，１４５

△ ３，７３５

△ ２０，０００
△ １３，５６０，２６５
△ １８，６９９，４２４

決 算

３０，９４０，３１６，６００
２２，８９２，９２５，６００
２，４３０，７９５，０００
７６５，９２３，５００

４，７４５，２４２，５００
１０５，４３０，０００

２，８１８，２１１，７７０
２，７８６，５３７，０００
１，３４７，０００
１４，４３５，１００
５，８５７，６２０

１０，０３５，０５０

１，０１６，８０２，６８２
１，０１６，８０２，６８２

５，１１６，０７１，３８５
４，５４７，４３９，４０２
５６８，６３１，９８３

９４６，４７３，０２８
６８，４５７，８２９
５，０１４，１１１

３３８，６９６，３４６
３２０，５９２

８３，４５１

４０，３５７

１０，９３３

１２８，７６５

３４７，５７０，０２３

５２，３９１

１２，６６１

１２，１４５

４３，７３５

２０，０００
５８，６１０，２６５
１２７，３９９，４２４

予 算

３０，６６７，９３３，０００
２２，７２６，０７２，０００
２，３８２，９９０，０００
７５６，８４０，０００

４，６９７，２８１，０００
１０４，７５０，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００

８，０２７，０００

７０４，２００，０００
７０４，２００，０００

４，５８９，２０５，０００
４，０１１，１９２，０００
５７８，０１３，０００

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００
４，９０９，０００

３２８，６２６，０００
３４０，０００

８０，０００

２９，０００

１０，０００

０

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４０，０００

０
４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当特定資産
運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引当特定資
産運用収入
情報基盤等整備資金引当特定資
産運用収入
工学部設備整備資金引当特定資
産運用収入
高中施設整備資金引当特定資産
運用収入
高槻駅前キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定資産運用
収入
未使用基金果実引当特定預金運
用収入
厚生施設整備引当特定資金運用
収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定預金運用
収入
ＩＴ化推進引当特定資産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
差 異

１０２，９４１，８６９
１０２，９４１，８６９

△ ３０，７６３，４３９
７７，９７１，９５３
１，５１５，９３１

△ １１０，２５１，３２３

２１６，７５４，１４７
２２２，４０６，７６３

△ ５，６５２，６１６

△ ５６２，３９７，４３９
△ ２５６，６６４，５００
△ ２４８，５２０，０００
△ １１，１９６，０００
△ ４９，９５４，０００

３，９３７，０６１

△ ３０８，８５７，１４２
△ １６４，９２９，８０７

△ ５，２６４，７００

０

△ ８，９８８，０５３

０

△ ２９，６７９

△ ２９４

△ １，１００，０００
△ ６３，７８３，２１８

８３０，５０５
△ ２３，１３５，３５５
△ ４４，０５６，６１０

１，６００，０６９

３１４，５０７，９９４
３２２，８０８，２３７

△ ３００，２４３
△ ８，０００，０００

△ ２１１

△２，１３４，８９３，６８６

決 算

４０７，０５８，１３１
４０７，０５８，１３１

５８６，０６２，４３９
３０５，９７１，０４７
９，４２４，０６９
２７０，６６７，３２３

１，２３７，３５８，８５３
８５６，３４５，２３７
３８１，０１３，６１６

６，１５５，１８９，４３９
２，８４０，４１２，５００
２，５１３，４４０，０００
１１３，０３６，０００
６０２，２３８，０００
８６，０６２，９３９

４，４７２，０１８，１４２
２３５，８５６，８０７

３４，２３０，７００

１，４００，０００，０００

１２３，９０６，０５３

６９，７７９，０００

８６，６９８，６７９

１９，５４５，２９４

１，１００，０００
５５６，３６５，２１８
１，５２１，９３０，４９５
４２，１３５，３５５
３７２，０５６，６１０
８，４１３，９３１

△８，２１４，１８８，９９４
△２，３１６，２０４，２３７
△５，８９７，９８４，７５７

０

２４，７９９，２７８，２１１

７０，２８０，６５１，６８６

予 算

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

５５５，２９９，０００
３８３，９４３，０００
１０，９４０，０００
１６０，４１６，０００

１，４５４，１１３，０００
１，０７８，７５２，０００
３７５，３６１，０００

５，５９２，７９２，０００
２，５８３，７４８，０００
２，２６４，９２０，０００
１０１，８４０，０００
５５２，２８４，０００
９０，０００，０００

４，１６３，１６１，０００
７０，９２７，０００

２８，９６６，０００

１，４００，０００，０００

１１４，９１８，０００

６９，７７９，０００

８６，６６９，０００

１９，５４５，０００

０
４９２，５８２，０００

１，５２２，７６１，０００
１９，０００，０００
３２８，０００，０００
１０，０１４，０００

△７，８９９，６８１，０００
△１，９９３，３９６，０００
△５，８９８，２８５，０００
△ ８，０００，０００

２４，７９９，２７８，０００

６８，１４５，７５８，０００

科 目

資産売却収入
有価証券売却収入

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金収入
雑収入

前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入
退職給与引当特定資産からの繰
入収入
関西大学退職年金引当特定資産
からの繰入収入
キャンパス整備資金引当特定資
産からの繰入収入
未使用基金果実引当特定預金か
らの繰入収入
厚生施設整備引当特定資金から
の繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金からの繰入収
入
修学旅行費等預り資産からの繰
入収入
敷金・保証金回収収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定
期末未収入金
前期末前受金
その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
差 異

３９９，８６１，９０４

１８８，２５８，３８５

３９，４８４，２８９

△ ３７４，９２４

１７７，７５８，８５４

△ ５，２６４，７００

３９２，５９８，５０２

４，３３０，４５４

△ １６，４１５，４６１

５１，０５７，０４３

２，３３６，３８５

１８，８１５，７９４

１１，５７３，８５０

３３，９６２，１２２

１２６，９２５，９５２

８９８，２９８

１４６，０９６，３１４

△ １３０，６０４

１，０５４，２１２

△ ３９，５５８，１５６

２４，０７２，８１７

△ １６９，３０８

１４５，１１５

３０，０１９，０８６

７，５６３，７１０

２，６５５，２２０

△ １２，６３４，３４１

４５８，９６１

１，９２８，００９

１１，２９２，２２５

１，６６４，８７３

△ ３０，５８５，０６２

３，８７５，２７１

２３，７２９，７２６

△ ３，８９９，５３６

△ ３０４，７１６

２３，２９６，７２０

３，０９６，５２４

△ ４４，５５０

△ ８７６，５８２

△ ９，０７４，９４６

△ ２，３１５，４００

△ ４，５１７，６０２

△ ４７１，１８４

△ ９，２２５，７２５

△ ３，００８，５２１

３，９３７，２４６

△ ８，０３７，８０９

４９７，６７８

４９７，６７８

決 算

１９，１６１，２８５，０９６

１１，８３３，５３９，６１５

５，９６４，７４１，７１１

６８，９７０，９２４

１，２５９，８０２，１４６

３４，２３０，７００

９，２６０，７９９，４９８

３２１，４３５，５４６

１，８２６，６１２，４６１

２６７，２４６，９５７

３２９，９９６，６１５

２０５，８２０，２０６

６００，４１０，１５０

２９７，６１５，８７８

８６４，４６５，０４８

４，７５１，７０２

５４７，４９０，６８６

８６，１６３，６０４

５５，６５６，７８８

２，５０７，７３６，１５６

１，１２５，２０１，１８３

１，０３６，３０８

２５，７０１，８８５

１１７，０４３，９１４

１，９７３，２９０

１７，３９５，７８０

５７，０４５，３４１

１，６７０，１９７，０３９

５６，６５２，９９１

３９，９６０，７７５

２５，８７８，１２７

１２６，２１３，０６２

２６６，５２８，７２９

６５，７１３，２７４

３２，０２５，５３６

１，９７９，７１６

２５８，５５２，２８０

５５，１６０，４７６

４４，５５０

６，２２９，５８２

５８８，５４１，９４６

２１，６６０，４００

１９，１３４，６０２

１０，３０７，１８４

４７，９７５，７２５

１３，７８４，５２１

１１，９８０，７５４

２１，８７２，８０９

１６７，６５４，３２２

１６７，６５４，３２２

予 算

１９，５６１，１４７，０００

１２，０２１，７９８，０００

６，００４，２２６，０００

６８，５９６，０００

１，４３７，５６１，０００

２８，９６６，０００

９，６５３，３９８，０００

３２５，７６６，０００

１，８１０，１９７，０００

３１８，３０４，０００

３３２，３３３，０００

２２４，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３３１，５７８，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

６９３，５８７，０００

８６，０３３，０００

５６，７１１，０００

２，４６８，１７８，０００

１，１４９，２７４，０００

８６７，０００

２５，８４７，０００

１４７，０６３，０００

９，５３７，０００

２０，０５１，０００

４４，４１１，０００

１，６７０，６５６，０００

５８，５８１，０００

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

５８，２５７，０００

０

５，３５３，０００

５７９，４６７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

１６８，１５２，０００

１６８，１５２，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

借入金等利息支出

借入金利息支出

差 異

△ ４８，８７４，０００
△ ４８，８７４，０００

３５，１０６，６００
△ ４９，９９０，０００
△ １，３０４，４４０

１０８，７４３，０４０
△ ２２，４００，０００

５８，０００

９５２，４６６
△ ２３，６９５，３６３

１６，９４２，１０７
７，４０３，５８７
３０２，１３５

△ １００，３８２，６０２
１，５８７，５４０

△ １３６，１７５，８６１

０

０

０

０

０

△ １，７５０，４０１

１，２５４，７０５

△ ４３，０００，０００

０

０

△ ２３，１３５，３５５

１００，８３６，７７０

１７１，４５０，００１
１７３，５９５，０００
６００，１０４

△ ２９４
△ ５１４，０９８

１，５０５，５７４
△ ２，４６５，５９７
△ １，２７０，６８８

５６７，６４０，０００

１９６，０７２，７７９
１９６，０７３，１８０

△ ４０１

△３，７５０，２７５，９７５

△２，１３４，８９３，６８６

決 算

７６７，７９８，０００
７６７，７９８，０００

５，１２３，９１１，４００
４９，９９０，０００

４，１１４，３１６，４４０
６８２，１４０，９６０
２７２，４００，０００
５，０６４，０００

２，２５３，８３０，５３４
１，７２８，６７９，３６３
１９１，６３６，８９３
３３２，２８４，４１３
１，２２９，８６５

９，２３７，２８８，６０２
９５，５７１，４６０

１，９４１，５６８，８６１

７００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

２，００３，８６３，４０１

７２，９８６，２９５

１１０，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４２，１３５，３５５

８９９，１６３，２３０

２，２０６，６４３，９９９
７０３，５６９，０００
９００，４３１，８９６
１９，５４５，２９４
４１３，２９７，０９８
１６６，０６４，４２６
２，４６５，５９７
１，２７０，６８８

―

△ ９８９，７１０，７７９
△ ８１８，５７３，１８０
△ １７１，１３７，５９９

２１，４２０，９５３，９７５

７０，２８０，６５１，６８６

予 算

７１８，９２４，０００
７１８，９２４，０００

５，１５９，０１８，０００
０

４，１１３，０１２，０００
７９０，８８４，０００
２５０，０００，０００
５，１２２，０００

２，２５４，７８３，０００
１，７０４，９８４，０００
２０８，５７９，０００
３３９，６８８，０００
１，５３２，０００

９，１３６，９０６，０００
９７，１５９，０００

１，８０５，３９３，０００

７００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

２，００２，１１３，０００

７４，２４１，０００

６７，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

２，３７８，０９４，０００
８７７，１６４，０００
９０１，０３２，０００
１９，５４５，０００
４１２，７８３，０００
１６７，５７０，０００

０
０

（３２，３６０，０００）
５６７，６４０，０００

△ ７９３，６３８，０００
△ ６２２，５００，０００
△ １７１，１３８，０００

１７，６７０，６７８，０００

６８，１４５，７５８，０００

科 目

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
土地支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出
車輌支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当特定資産
への繰入支出
減価償却引当特定資産への繰入
支出
キャンパス整備資金引当特定資
産への繰入支出
情報基盤等整備資金引当特定資
産への繰入支出
工学部設備整備資金引当特定資
産への繰入支出
高中施設整備資金引当特定資産
への繰入支出
高槻駅前キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定資産への
繰入支出
未使用基金果実引当特定預金へ
の繰入支出
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金への繰入支出
危機対応資金引当特定預金への
繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資産への繰
入支出
修学旅行費等預り資産への繰入
支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出
貯蔵品購入支出
その他の支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成１８年３月３１日 （単位 円）

資産の部

負債の部

増 減

１２，７３７，８８８，５５４

２，６８５，４６２，７２１
４９，９９０，０００

３，１９７，９０２，９０８
△ ８１，６８７，０９３

２２９，６７０，２５９
１３９，９１５，６９７
３１２，８２９，３１８
４６７，４８２

△ １，１６３，６２５，８５０

１０，０５２，４２５，８３３
０

△ ２６，３６２，２２７
△ １，１００，０００

３，５８８，５３４，０００
１４５，８３５，２８２

△ ２３５，８５６，８０７
６１，３４０，７６０

１，９４１，５６８，８６１
△ ７００，０００，０００

１００，０００，０００
２２，０００，０００
５０，０００，０００

２，５００，０００，０００
２，００３，８６３，４０１

△ ５０，９１９，７５８
△ ６９，７７９，０００

２３，３０１，３２１
２００，０００，０００
５００，０００，０００

△ ５，６６４，９０４，５０３

△ ３，３７８，３２４，２３６
７９４，２７２，８６９

△ ５５６，８８０
△ １４１，０００
△ ３，０９０，５２８，９０１
△ ７，０４６，６００
△ ５，０７３，１７３

２２，５９０，０６１
△ ９６，６４３

７，０７２，９８４，０５１

前年度末

１３５，９９６，０４９，１１２

８１，５９５，０２４，８２６
９，０６３，２０６，３２０
４４，７６９，０４８，６３４
７，６１５，６０６，７８５
７，３１６，０６２，０１８
３２６，０３０，５５２

１１，０６６，４０１，５５８
２，６４３，１０９

１，４３６，０２５，８５０

５４，４０１，０２４，２８６
１８，４９５，５６１
２４１，１４３，６６２
２２，８８６，０９６
１２，４５０，００１

４，２１４，９３３，２４１
７，８３２，５２０，０１４
６０６，４７７，０４３

２６，０５８，４３１，１３９
１，７００，０００，０００
４００，０００，０００
１９８，０００，０００
５０，０００，０００

０
１２，３０６，２４４，４９７
２７０，０９４，３９６
６９，７７９，０００
１９９，５６９，６３６
２００，０００，０００

０

３０，０１９，９５１，４８１

２４，７９９，２７８，２１１
１，５２２，９８９，０６８
３，０２２，４７７
８３６，０００

３，４９０，５２８，９０１
７，０４６，６００

１７１，１３７，５９９
１９，５４５，２９４
５，５６７，３３１

１６６，０１６，０００，５９３

本年度末

１４８，７３３，９３７，６６６

８４，２８０，４８７，５４７
９，１１３，１９６，３２０
４７，９６６，９５１，５４２
７，５３３，９１９，６９２
７，５４５，７３２，２７７
４６５，９４６，２４９

１１，３７９，２３０，８７６
３，１１０，５９１

２７２，４００，０００

６４，４５３，４５０，１１９
１８，４９５，５６１
２１４，７８１，４３５
２１，７８６，０９６

３，６００，９８４，００１
４，３６０，７６８，５２３
７，５９６，６６３，２０７
６６７，８１７，８０３

２８，０００，０００，０００
１，０００，０００，０００
５００，０００，０００
２２０，０００，０００
１００，０００，０００

２，５００，０００，０００
１４，３１０，１０７，８９８
２１９，１７４，６３８

０
２２２，８７０，９５７
４００，０００，０００
５００，０００，０００

２４，３５５，０４６，９７８

２１，４２０，９５３，９７５
２，３１７，２６１，９３７
２，４６５，５９７
６９５，０００

４００，０００，０００
０

１６６，０６４，４２６
４２，１３５，３５５
５，４７０，６８８

１７３，０８８，９８４，６４４

科 目

固定資産

有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車輌
建設仮勘定

その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
敷金・保証金
有価証券
長期貸付金
退職給与引当特定資産
関西大学退職年金引当特定資産
減価償却引当特定資産
キャンパス整備資金引当特定資産
情報基盤等整備資金引当特定資産
工学部設備整備資金引当特定資産
高中施設整備資金引当特定資産
高槻駅前キャンパス整備資金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
未使用基金果実引当特定預金
厚生施設整備引当特定資金
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金
危機対応資金引当特定預金
ＩＴ化推進引当特定資産

流動資産

現金・預金
未収入金
貯蔵品
短期貸付金
有価証券
受取手形
前払金
修学旅行費等預り資産
その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ９１６，９３４，０４７

△ ７４２，４１８，０００
△ ２３５，８５６，８０７

６１，３４０，７６０

１３１，３１５，５３９

△ ２５，３８０，０００
△ ８１，８５８，７１６

２５７，２０４，６８２
２２，５９０，０６１

△ ４１，２４０，４８８

△ ７８５，６１８，５０８

前年度末

１４，０５５，４９５，０５７

５，６１６，４９８，０００
７，８３２，５２０，０１４
６０６，４７７，０４３

７，９５２，３０２，３７５

７１７，０４０，０００
９０３，６３１，８９６

５，８９８，２８４，７５７
１９，５４５，２９４
４１３，８００，４２８

２２，００７，７９７，４３２

本年度末

１３，１３８，５６１，０１０

４，８７４，０８０，０００
７，５９６，６６３，２０７
６６７，８１７，８０３

８，０８３，６１７，９１４

６９１，６６０，０００
８２１，７７３，１８０

６，１５５，４８９，４３９
４２，１３５，３５５
３７２，５５９，９４０

２１，２２２，１７８，９２４

科 目

固定負債

長期借入金
退職給与引当金
関西大学退職年金引当金

流動負債

短期借入金
未払金
前受金
修学旅行費等預り金
その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

７，０９５，９５４，１９６
１，９７２，０００，０００
２，００３，８６３，４０１
３９，０００，０００

１１，１１０，８１７，５９７

前年度末

１２７，７８７，５４１，６８５
２，３４８，０００，０００
１２，３０６，２４４，４９７
２，３４０，０００，０００

１４４，７８１，７８６，１８２

本年度末

１３４，８８３，４９５，８８１
４，３２０，０００，０００
１４，３１０，１０７，８９８
２，３７９，０００，０００

１５５，８９２，６０３，７７９

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部の合計

増 減

△ ３，２５２，２１５，０３８

△ ３，２５２，２１５，０３８

前年度末

△ ７７３，５８３，０２１

△ ７７３，５８３，０２１

本年度末

△ ４，０２５，７９８，０５９

△ ４，０２５，７９８，０５９

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

７，０７２，９８４，０５１

前年度末

１６６，０１６，０００，５９３

本年度末

１７３，０８８，９８４，６４４

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

差 異決 算

４，０２５，７９８，０５９

予 算

７，１８５，１９０，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

差 異決 算

３，２５２，２１５，０３８

７７３，５８３，０２１

予 算

６，４１１，６０７，０００

７７３，５８３，０００

科 目

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
差 異

５７１，６４３，９５１

１８８，２５８，３８５

３９，４８４，２８９

△ ３７４，９２４

△ ５４，２８４，８９４

３９６，９７３，５５５

１，５８７，５４０

５１５，３３５，１５８

４，３３０，４５４

△ ２０，４４２，８６５

５１，０５７，０４３

２，３３６，３８５

１８，８１５，７９４

１１，５７３，８５０

３３，９６２，１２２

１２６，９２５，９５２

８９８，２９８

１２６，７６４，０６０

１４６，０９６，３１４

△ １３０，６０４

１，０５４，２１２

△ ３９，５５８，１５６

２４，０７２，８１７

△ １６９，３０８

１４５，１１５

３０，０１９，０８６

７，５６３，７１０

２，６５５，２２０

△ １２，６３４，３４１

△ ７２５，５６３

１，９２８，００９

１１，２９２，２２５

１，６６４，８７３

△ ３１，０４０，０７９

決 算

１８，９８６，７６９，０４９

１１，８３３，５３９，６１５

５，９６４，７４１，７１１

６８，９７０，９２４

６０，３３１，８９４

９６３，６１３，４４５

９５，５７１，４６０

１３，８０６，９０８，８４２

３２１，４３５，５４６

１，８４０，６３９，８６５

２６７，２４６，９５７

３２９，９９６，６１５

２０５，８２０，２０６

６００，４１０，１５０

２９７，６１５，８７８

８６４，４６５，０４８

４，７５１，７０２

４，５３２，０８１，９４０

５４７，４９０，６８６

８６，１６３，６０４

５５，６５６，７８８

２，５０７，７３６，１５６

１，１２５，２０１，１８３

１，０３６，３０８

２５，７０１，８８５

１１７，０４３，９１４

１，９７３，２９０

１７，３９５，７８０

５７，０４５，３４１

１，８４９，８６０，５６３

５６，６５２，９９１

３９，９６０，７７５

２５，８７８，１２７

１２６，６６８，０７９

予 算

１９，５５８，４１３，０００

１２，０２１，７９８，０００

６，００４，２２６，０００

６８，５９６，０００

６，０４７，０００

１，３６０，５８７，０００

９７，１５９，０００

１４，３２２，２４４，０００

３２５，７６６，０００

１，８２０，１９７，０００

３１８，３０４，０００

３３２，３３３，０００

２２４，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３３１，５７８，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

４，６５８，８４６，０００

６９３，５８７，０００

８６，０３３，０００

５６，７１１，０００

２，４６８，１７８，０００

１，１４９，２７４，０００

８６７，０００

２５，８４７，０００

１４７，０６３，０００

９，５３７，０００

２０，０５１，０００

４４，４１１，０００

１，８４９，１３５，０００

５８，５８１，０００

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

福利厚生費

年金

消耗品費

差 異

３，８７５，２７１

２０，８６７，１４９

△ ３．８９９．５３６

△ ３０４，７１６

２３，２９６，７２０

２，２９３，８４３

３，０９６，５２４

△ ４４，５５０

△ ８７６，５８２

△ ９，０７４，９４６

△ ２，３１５，４００

△ ４，６７７，５０２

△ ４７１，１８４

△ ９，２２５，７２５

△ ３，００８，５２１

３，９３７，２４６

△ ８，０３８，６８２

４９７，６７８

４９７，６７８

△ ２１，５２１，４２２

１，４５８，２３５

△ ４

２４，５９７，１７１

２５９，９７０

△ ４７，８３６，７９１

△ ３

△ １，５０９，５００

６００，０００，０００

１，６６３，７２０，３０２

決 算

２６６，５２８，７２９

６８，５７５，８５１

３２，０２５，５３６

１，９７９，７１６

２５８，５５２，２８０

１７６，１８５，１５７

５５，１６０，４７６

４４，５５０

６，２２９，５８２

５８８，５４１，９４６

２１，６６０，４００

１９，２９４，５０２

１０，３０７，１８４

４７，９７５，７２５

１３，７８４，５２１

１１，９８０，７５４

２１，８７３，６８２

１６７，６５４，３２２

１６７，６５４，３２２

１３２，４７７，４２２

７７，６４８，７６５

４

１，９９１，８２９

３０

５２，８３６，７９１

３

１，５０９，５００

―

３４，９４５，１７９，６９８

予 算

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

１７８，４７９，０００

５８，２５７，０００

０

５，３５３，０００

５７９，４６７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

１６８，１５２，０００

１６８，１５２，０００

１１０，９５６，０００

７９，１０７，０００

０

２６，５８９，０００

２６０，０００

５，０００，０００

０

０

６００，０００，０００

３６，６０８，９００，０００

科 目

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処分差額

その他の機器備品処分差額

図書処分差額

車輌処分差額

徴収不能引当金繰入額

予備費

消費支出の部合計

差 異

△ ２７２，３８３，６００
△ １６６，８５３，６００
△ ４７，８０５，０００
△ ９，０８３，５００
△ ４７，９６１，５００
△ ６８０，０００

△ ６２０，３２７，７７０
△ ６２２，３６７，０００

４４２，０００
１，７９８，９００
１，８０６，３８０

△ ２，００８，０５０

△ ３０９，３７０，８５０
△ ３１２，６０２，６８２

３，２３１，８３２

△ ５２６，８６６，３８５
△ ５３６，２４７，４０２

９，３８１，０１７

△ １３４，８９９，０２８
１３，５２７，１７１

△ １０５，１１１

△ １０，０７０，３４６
１９，４０８

△ ３，４５１

△ １１，３５７

決 算

３０，９４０，３１６，６００
２２，８９２，９２５，６００
２，４３０，７９５，０００
７６５，９２３，５００

４，７４５，２４２，５００
１０５，４３０，０００

２，８１８，２１１，７７０
２，７８６，５３７，０００
１，３４７，０００
１４，４３５，１００
５，８５７，６２０

１０，０３５，０５０

１，１３１，５７０，８５０
１，０１６，８０２，６８２
１１４，７６８，１６８

５，１１６，０７１，３８５
４，５４７，４３９，４０２
５６８，６３１，９８３

９４６，４７３，０２８
６８，４５７，８２９
５，０１４，１１１

３３８，６９６，３４６
３２０，５９２

８３，４５１

４０，３５７

予 算

３０，６６７，９３３，０００
２２，７２６，０７２，０００
２，３８２，９９０，０００
７５６，８４０，０００

４，６９７，２８１，０００
１０４，７５０，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００

８，０２７，０００

８２２，２００，０００
７０４，２００，０００
１１８，０００，０００

４，５８９，２０５，０００
４，０１１，１９２，０００
５７８，０１３，０００

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００
４，９０９，０００

３２８，６２６，０００
３４０，０００

８０，０００

２９，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数
料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当特定資産
運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引当特定資
産運用収入
情報基盤等整備資金引当特定資
産運用収入
工学部設備整備資金引当特定資
産運用収入

差 異

△ ９３３

△ １２８，７６５

△ １０５，８８２，０２３

４８，６０９

１，３３９

△ １０，１４５

△ ３，７３５

△ ２０，０００
△ １３，５６０，２６５
△ １８，６９９，４２４

４，１００，０００
４，１００，０００

△ ３０，７６３，４３９
７７，９７１，９５３
１，５１５，９３１

△ １１０，２５１，３２３

１９４，９３６，８１５
２２２，４０６，７６３

△ ２７，４６９，９４８

△１，６９５，５７４，２５７

１９９，９０２，５９７

△１，４９５，６７１，６６０

決 算

１０，９３３

１２８，７６５

３４７，５７０，０２３

５２，３９１

１２，６６１

１２，１４５

４３，７３５

２０，０００
５８，６１０，２６５
１２７，３９９，４２４

５，９００，０００
５，９００，０００

５８６，０６２，４３９
３０５，９７１，０４７
９，４２４，０６９

２７０，６６７，３２３

１，２５９，１７６，１８５
８５６，３４５，２３７
４０２，８３０，９４８

４２，８０３，７８２，２５７

△１１，１１０，８１７，５９７

３１，６９２，９６４，６６０

予 算

１０，０００

０

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４０，０００

０
４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

１０，０００，０００
１０，０００，０００

５５５，２９９，０００
３８３，９４３，０００
１０，９４０，０００
１６０，４１６，０００

１，４５４，１１３，０００
１，０７８，７５２，０００
３７５，３６１，０００

４１，１０８，２０８，０００

△１０，９１０，９１５，０００

３０，１９７，２９３，０００

科 目

高中施設整備資金引当特定資産
運用収入
高槻駅前キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定資産運用
収入
未使用基金果実引当特定預金運
用収入
厚生施設整備引当特定資金運用
収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定預金運用
収入
ＩＴ化推進引当特定資産運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
有価証券売却差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

当年度（平成１８年３月３１日）
差 額
３２４，６４０，４１７

（２１１，５６０，５７０）
△１，３９８，７４８，２６６

（△１，３９８，７４８，２６６）
△１，０７４，１０７，８４９

（△１，１８７，１８７，６９６）

時 価
５，４４５，２５３，９７６

（４，９０６，６５９，５７０）
１９，９８９，１２０，７３４

（１９，９８９，１２０，７３４）
２５，４３４，３７４，７１０
（２４，８９５，７８０，３０４）

貸借対照表計上額
５，１２０，６１３，５５９

（４，６９５，０９９，０００）
２１，３８７，８６９，０００

（２１，３８７，８６９，０００）
２６，５０８，４８２，５５９
（２６，０８２，９６８，０００）

種 類

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの
（うち満期保有目的の債券）
時価が貸借対照表計上額
を超えないもの
（うち満期保有目的の債券）（注）

合 計
（うち満期保有目的の債券）

資資金金収収支支計計算算書書
３

収
支
計
算
書

「「
財財
産産
目目
録録
」」
はは

本本
学学
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト
でで

消消費費収収支支計計算算書書

貸貸 借借 対対 照照 表表
（６）平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号（７）



その他�
（7.0％）�
100,749円�

一人当たり支出計�

1,548,621円�

人件費�
（41.2％）�
638,032円�

教育研究�
経　費�
（30.0％）�
464,586円�

管理経費�
（4.0％）�
61,945円�

その他�
（0.7％）�
10,840円�

基本金�
組入額�
（24.1％）�
373,218円�

一人当たり収入計�

1,439,266円�

学生生徒等�
納付金�
（72.2％）�
1,039,149円�

手数料�
（6.6％）�
94,992円�

補助金�
（12.0％）�
172,712円�

資産運用�
収　入�
（2.2％）�
31,664円�

収支差額�
△109,355円�

４４

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て�

　
　
平
成
18
年
11
月
の
創
立
百
二
十
周
年
に
向
け
て�

「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
資
金
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
資
金
収
支
計

算
書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

れ
を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
１

�
で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
四
百
五
十

四
億
八
千
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。資

金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
及
び
法

人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費
、

施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借
入
金

返
済
な
ど
の
支
出
を
含
め
、
四

百
八
十
八
億
六
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
収
支
差

引
き
三
十
三
億
七
千
九
百
万
円

の
資
金
不
足
と
な
り
、
こ
れ
を

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
二
百
四

十
八
億
円
か
ら
補
填
し
た
結

果
、
次
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
二
百
十
四
億
二
千
百
万
円

に
減
少
し
ま
し
た
。

次
に
、
主
な
科
目
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

ア

資
金
収
入

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は

三
百
九
億
四
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
授
業
料
、
入
学
金
、
実

験
・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な

ど
が
主
な
収
入
で
す
。

手
数
料
収
入
は
二
十
八
億
千

八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
入

学
検
定
料
が
主
な
収
入
で
す
。

寄
付
金
収
入
は
十
億
千
七
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
関
西
大

学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

寄
付
金
八
億
六
千
五
百
万
円
が

主
な
収
入
で
す
。

補
助
金
収
入
は
五
十
一
億
千

六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

イ

資
金
支
出

人
件
費
支
出
は
百
九
十
一
億

六
千
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
支
出
の
主
な
も
の
は
、

教
員
人
件
費
、職
員
人
件
費
、
役

員
報
酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
九
十

二
億
六
千
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
各
設
置
学
校
の
教
育
研
究

諸
活
動
に
必
要
な
消
耗
品
費
、

研
究
・
教
育
等
補
助
費
、奨
学

費
、光
熱
水
費
、業
務
委
託
費
、賃

借
料
な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
十
六
億
七

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
学
生

募
集
経
費
、
各
設
置
学
校
全
般

管
理
に
係
る
経
費
、
法
人
の
運

営
に
必
要
な
諸
経
費
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
五
十
一
億

二
千
四
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
明
細
は
、「
２

事
業
の
概
要

�

教
育
研

究
環
境
の
整
備
充
実
関
係
」
に

記
載
し
た
と
お
り
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
二
十
二
億

五
千
四
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
研
究
用
機
器
備
品
や

図
書
な
ど
の
購
入
費
で
す
。

平
成
十
七
年
度
消
費
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
消
費
収
支
計

算
書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

れ
を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
２

�
で
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
負
債
と

な
ら
な
い
収
入
で
、
四
百
二
十

八
億
四
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
額

は
、
百
十
一
億
千
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
帰
属
収
入
か

ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た

消
費
支
出
に
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
る
消
費
収
入
は
、
三
百
十

六
億
九
千
三
百
万
円
で
、
予
算

に
対
し
十
四
億
九
千
六
百
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
支
出
は
、
教
職

員
の
人
件
費
、
教
育
研
究
活
動

お
よ
び
法
人
の
運
営
に
必
要
な

諸
経
費
で
、
三
百
四
十
九
億
四

千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
平
成
十
七
年
度
決
算
に
お

け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況

は
、
三
十
二
億
五
千
二
百
万
円

の
消
費
支
出
超
過
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
翌
年
度
繰
越

消
費
収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
が
七
億
七

千
四
百
万
円
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
四
十
億
二
千
六
百
万
円
を

翌
年
度
繰
越
支
出
超
過
額
と
し

て
計
上
す
る
こ
と
が
確
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
累
積
消
費

支
出
超
過
額
の
ほ
か
に
、
翌
会

計
年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お

い
て
基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行

う
こ
と
と
な
る
金
額
が
五
十
六

億
二
千
五
百
万
円
、
ま
た
、
未

経
過
リ
ー
ス
料
期
末
残
高
が
三

億
七
千
五
百
万
円
あ
り
、
こ
の

三
つ
を
あ
わ
せ
た
累
積
赤
字
と

い
わ
れ
る
額
は
百
億
二
千
六
百

万
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
し

ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

資
金
収
入
の
寄
付
金
の
ほ
か
に

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
産
売
却
差
額
は
、
債
券

等
の
売
却
益
で
す
。

基
本
金
組
入
額
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
と
、
学
校
法
人

が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器
備

品
、
図
書
、
現
金
・
預
金
な
ど

の
資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維

持
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校

法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産

を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収

入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、「
維
持
す
べ
き
金
額
」
と

し
、
こ
れ
が「
基
本
金
組
入
額
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
の
退
職

金
に
は
、
退
職
給
与
引
当
金
繰

入
額
や
関
西
大
学
退
職
年
金
引

当
金
繰
入
額
が
計
上
さ
れ
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、「
資
金
支
出
」
の
ほ
か
に

減
価
償
却
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
産
処
分
差
額
は
、
機

器
備
品
、
図
書
な
ど
の
廃
棄
に

伴
う
除
却
損
で
す
。

（帰属収入）（消費支出＋基本金組入額）

平
成
十
七
年
度
末
（
平
成
十

八
年
三
月
三
十
一
日
）
現
在
の

資
産
、
負
債
、基
本
金
、消
費
収

支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
し
て

い
ま
す
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十

四
条
第
三
項
に
基
づ
く
監
査
法

人
の
監
査
報
告
書
は
「
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
」
に
よ
る
「
独
立

監
査
人
の
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
私
立
学
校

法
第
三
十
七
条
第
三
項
第
三
号

に
基
づ
く
監
事
の
監
査
報
告
書

は
「
監
事
の
監
査
報
告
書
」
の

と
お
り
で
す
。

�表１� （単位 百万円）

差異

０

△２，１３５

１，６１５

△３，７５０

△３，７５０

�表２� （単位 百万円）

差異

△１，６９６
２００

△１，４９６
１，６６４

△３，１６０

０

△３，１６０

平成１７年度決算

２４，８００

４５，４８１

４８，８６０

△３，３７９

２１，４２１

平成１７年度決算

４２，８０４
△１１，１１１

３１，６９３
３４，９４５

△３，２５２

△７７４

△４，０２６

平成１７年度予算

２４，８００

４３，３４６

５０，４７５

△７，１２９

１７，６７１

平成１７年度予算

４１，１０８
△１０，９１１

３０，１９７
３６，６０９

△６，４１２

△７７４

△７，１８６

科目／予決算

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目／予決算

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額
（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当

年

度

平成１７年度消費収支における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ学生数２９，７４０人（大学院・学部
・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒数一人当たりの平均値を示したものです。
２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返
済、または将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

資
金
収
入
は
四
百
五
十
五
億
円

人
件
費
支
出
は
百
九
十
二
億
円

収
支
決
算

１

資
金
収
支
決
算

資金収支決算総括表

消費収支決算総括表

２

消
費
収
支
決
算

３

貸
借
対
照
表

４

監
査
報
告
書

（８）平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号
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十
一
月
四
日
（
土
）
に
迎
え
る
本
学
創
立
百
二
十
周
年
に
つ
い
て
は
、
本
紙
を
は
じ
め
記
念
事

業
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
、
記
念
事
業
や
記
念
行
事
の
進
捗
状
況
を
み
な
さ
ん
に
周
知
し
て
き

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
日
ま
で
、
い
よ
い
よ
三
カ
月
余
り
と
な
っ
た
本
号
で
は
、「
二
〇
〇
六
年
十

一
月
四
日

創
立
百
二
十
周
年
」
に
向
け
て
、
現
在
ま
で
の
本
学
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
ま

た
、
記
念
行
事
に
つ
い
て
案
内
す
る
。

◎
平
成
十
三
年
四
月
一
日

企
画
室
に
「
創
立
百
二
十
周

年
記
念
事
業
準
備
室
」
を
設

置
◎
平
成
十
四
年
二
月
二
十
一
日

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

計
画
検
討
会
か
ら
計
画
案
を

建
言

◎
平
成
十
四
年
三
月
六
日

「
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
計
画
の
大
要
」
が
決
定

「
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
募
金
計
画
」
が
決
定

◎
平
成
十
四
年
四
月
一
日

準
備
室
を
発
展
解
消
し
、「
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

局
」
と
「
記
念
事
業
・
募
金

事
務
室
」
を
設
置

◎
平
成
十
四
年
七
月
十
一
日

創
立
百
二
十
周
年
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
制
定
と
使
用

◎
平
成
十
四
年
八
月
二
十
三
日

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

◎
平
成
十
四
年
九
月
十
八
日

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

募
金
趣
意
書
の
作
成

◎
平
成
十
五
年
三
月
二
十
四
日

高
度
情
報
教
育
施
設
の
増
築

（
総
合
情
報
学
部
「
Ｅ
棟
／

教
室
棟
」
竣
工
）

◎
平
成
十
五
年
五
月
十
五
日

〜
六
月
十
日

本
学
学
生
（
大
学
院
生
、
一

高
・
一
中
を
含
む
）
を
対
象

に
総
合
学
生
会
館
の
名
称
・

施
設
・
設
備
に
関
す
る
コ
ン

ペ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

◎
平
成
十
五
年
七
月
八
日

創
立
百
二
十
周
年
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
商
標
登
録
の
認
可

◎
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

法
科
大
学
院
棟
の
建
設
（「
以

文
館
」
竣
工
）

◎
平
成
十
六
年
九
月
七
日

ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
教
育
用
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施
設
の
建

設
（「
第
２
学
舎
４
号
館
」
―

「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」竣
工
）

◎
平
成
十
六
年
四
月
二
十
二
日

総
合
学
生
会
館
（
仮
称
）
の

名
称
が
「
総
合
学
生
会
館
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
」
に

正
式
決
定

◎
平
成
十
八
年
二
月
十
四
日

総
合
学
生
会
館
の
建
設
（「
総

合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
凜
風
館
」
竣
工
）

◎
平
成
十
八
年
二
月
十
五
日

募
金
申
込
額
が
目
標
額
の
三

十
億
円
を
突
破

◎
平
成
十
八
年
七
月
十
三
日

「
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
」
竣
工
、
記
念
行
事
「
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

開
催

【
学
生
文
化
の
活
性
化
に
向
け

て
】総

合
学
生
会
館
の
建
設
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
と
し

て
）

二
十
一
億
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
設
定

（
ス
ポ
ー
ツ
王
者
・
関
大
の
復

活
を
目
指
し
て
）

十
億
円

奨
学
基
金
の
充
実
（
熱
き
向

学
心
に
支
援
の
手
を
）
十
億
円

【
教
育
の
高
度
化
・
情
報
化
の

た
め
に
】

法
科
大
学
院
棟
の
建
設
（
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
大
学

院
と
し
て
）

八
億
円

ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
教
育
用
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施
設
の
建
設

（
教
育
環
境
の
一
層
の
充
実
を

目
指
し
て
）

八
億
円

高
度
情
報
教
育
施
設
の
増
築

（
教
育
の
改
善
を
図
る
た
め

に
）

八
億
円

【
教
育
環
境
の
整
備
】

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

整
備
（
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
整
備
を
図
る
た
め
に
）

四
億
円

【
記
念
行
事
等
】

記
念
行
事
・
記
念
式
典
の
挙

行
、
記
念
刊
行
物
の
出
版
、
記

念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
製
作
（
百
二
十
年

の
歴
史
の
歩
み
と
関
大
文
化
の

継
承
を
）

一
億
円

記
念
事
業
所
要
資
金
総
額

七
十
億
円

（
資
金
計
画
）

募
金
目
標
額

三
十
億
円

自
己
資
金

四
十
億
円

記
念
行
事
等
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
上
表
の
通
り
で
あ
る
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
の
下
に
設
置

さ
れ
た
記
念
式
典
関
係
専
門

委
員
会
を
中
心
に
、現
在
、十

一
月
四
日
（
土
）
の
記
念
式

典
開
催
に
向
け
て
、
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
る
。

当
日
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
第
２
学
舎
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ

ー
ル
１００
」
に
お
い
て
、
簡
素

か
つ
厳
粛
に
記
念
式
典
を
執

り
行
い
、
各
界
の
関
係
者
が

出
席
す
る
予
定
で
あ
る
。
式

典
会
場
の
収
容
人
数
が
約
千

人
で
あ
る
た
め
、
本
学
校
友

や
学
生
の
す
べ
て
の
参
加
が

困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
記
念
式
典
の
様
子

は
、
後
日
、
記
念
事
業
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
で
配
信
す
る
予

定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
四

日
、
創
立
百
二
十
周
年
の
こ

の
日
を
関
大
の
新
し
い
歴
史

の
幕
開
け
の
日
と
し
、「
強
い

関
西
大
学
」
の
構
築
を
め
ざ

し
て
、全
学
一
丸
と
な
っ
て
力

を
結
集
す
る
日
と
し
た
い
。

こ
の
記
念
と
な
る
年
に
在
学

す
る
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

を
学
生
生
活
の
思
い
出
の
一
つ

に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
み
な

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
記

念
式
典
以
外
の
記
念
行
事
は
、

今
後
も
本
紙
を
は
じ
め
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
掲
示
等
で
随
時
、
案

内
し
て
い
く
の
で
、
友
人
と
誘

い
合
う
も
よ
し
、
一
人
で
参
加

す
る
も
よ
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ

「
祝
�

創
立
１２０
周
年
」
の
気

運
を
盛
り
上
げ
、「
母
校

関

大
」
の
長
い
歴
史
に
思
い
を
寄

せ
て
ほ
し
い
。

振
り
返
れ
ば
、
み
な
さ
ん
が

学
ぶ
「
関
西
大
学
」
は
、
明
治

十
九
（
一
八
八
六
）
年
十
一
月

四
日
に
、
大
阪
西
区
京
町
堀
の

願
宗
寺
に
お
い
て
「
関
西
法
律

学
校
」
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。

「
正
義
を
権
力
か
ら
護
れ
」

を
建
学
の
精
神
と
し
、
学
理
と

実
際
の
調
和
を
説
い
た
「
学
の

実
化
」
を
学
是
に
掲
げ
な
が

ら
、
社
会
や
時
代
の
大
き
な
変

化
を
乗
り
越
え
、
百
二
十
年
の

歴
史
を
重
ね
、
七
つ
の
学
部
・

十
の
大
学
院
研
究
科
に
高
等
学

校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
を
併
設

す
る
今
日
の
総
合
学
園
「
関
西

大
学
」に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
四
月
に

は
、「
政
策
創
造
学
部
」
と
工
学

部
を
再
編
し
た
理
工
学
系
新
生

三
学
部
（「
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
」「
環
境
都
市
工
学
部
」「
化
学

生
命
工
学
部
」）
も
加
わ
り
、計

十
学
部
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
。

創
立
百
二
十
周
年
の
こ
の
機

会
に「
母
校

関
大
」へ
の
温
か

い
気
持
ち
が
大
き
く
育
ち
、
熱

い「
関
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
」が
継
承

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。（

記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

平
成
十
八
年
三
月
、
京
都

市
内
の
古
書
店
の
通
信
販
売

目
録
で
『
関
西
法
律
学
校
規

則
』（
明
治
十
九
年
十

月
・
関
西
法
律
学

校
。
四
六
判
・
十
六

頁
。
定
価
等
の
記
載

な
し
）
を
入
手
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

関
西
大
学
創
立
時
、
最
初

の
公
式
刊
行
物
と
目
さ
れ

る
。『

関
西
大
学
創
立
五
十
年

史
』（
昭
和
十
一
年
五
月
一
日

・
関
西
大
学
。
非
売
品
）
が

編
纂
さ
れ
た
こ
ろ
、「
す
で
に

印
刷
物
等
の
明
確
な
形
で
は

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

ら
し
く
」（『
関
西
大
学
百
年

史
通
史
編
上
巻
』
�
昭
和

六
十
一
年
十
一
月
四
日
・
�

関
西
大
学
。
非
売
品
�
五
十
八

頁〔
注
〕�
）、
そ
れ
以
後
も
よ
う

と
し
て
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
幻

の
書
と
な
り
か
け
て
い
た
と
い

っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

表
紙
に
「
関
西
法
律
学
校
之

印
」
と
四
角
い
朱
印
が
押
し
て

あ
り
、
古
色
を
帯
び
て
多
少
の

虫
喰
い
は
あ
る
も
の
の
、
活
字

部
分
に
被
害
は
な
い
た
め
、
判

読
に
は
な
ん
の
支
障
も
き
た
さ

な
い
。
十
四
頁
に
一
箇
所
訂
正

が
見
え
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を

貼
っ
て
文
字
を
伏
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

入
学
志
願
者
等
へ
の
配
付
用
手

作
り
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

偲
ば
れ
る
。

「
関
西
法
律
学
校
設
立
ノ
主

旨
」（
一
〜
五
頁
）、『
関
西
法
律

学
校
規
則
』（
六
〜
十
四
頁
）、「
関

西
法
律
学
校
々
員
規
則
」（
十
四

頁
〜
十
五
頁
）、「
講
師
な
ら
び
に

名
誉
校
員
氏
名
一
覧
」（
十
六

頁
）、「
事
務
員
氏
名
一
覧
」（
奥

付
）が
そ
の
全
容
で
あ
る
が
、簡

潔
で
あ
り
な
が
ら
委
曲
を
つ
く

し
た
名
文
章
か
ら
な
る「
関
西
法

律
学
校
総
合
案
内
」と
し
て
、
創

立
者
の
烈
烈
た
る
意
気
を
晴
朗

に
伝
え
て
あ
ま
り
あ
る
。

こ
の
小
冊
子
が
珍
重
に
あ
た

い
す
る
ゆ
え
ん
を
ひ
と
つ
だ
け

特
筆
し
て
お
き
た
い
。

明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日

の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
前

後
、
明
治
十
年
代
前
半
か
ら
二

十
年
代
前
半
に
か
け
て
、
東
京

で
は
私
立
法
律
学
校
の
創
立
が

相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

総
合
大
学
と
し
て
今
日
に
到
っ

て
い
る
が
、
直
接
の
前
身
で
あ

る
学
校
規
則
の
発
足
時
に
お
け

る
現
物
の
架
蔵
状
況
に
注
意
す

る
と
、大
切
な
こ
と
が
わ
か
る
。

規
則
が
現
存
し
て
い
て

も
、
他
大
学
図
書
館
の
個
人

文
庫
や
東
京
都
公
文
書
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
例
が
複
数

あ
り
、
各
大
学
の
百
年
史
の

た
ぐ
い
に
規
則
の
本
文
が
再

録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

同
時
代
の
新
聞
記
事
の
転
載

で
あ
っ
た
り
、
後
年
の
自
校

逐
次
刊
行
物
所
収
記
事
に
依

拠
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が

珍
し
く
な
い
。

要
す
る
に
、
創
立
当
時
、

初
の
公
刊
物
た
る
学
校
規
則

の
現
物
を
み
ず
か
ら

所
蔵
す
る
大
学
は
見

つ
け
に
く
い
の
で
あ

る
。

明
治
十
九
年
十
一
月
四

日
、
関
西
初
の
私
立
法
律
学

校
と
し
て
船
出
し
た
関
西
大

学
に
と
っ
て
、
折
し
も
創
立

百
二
十
周
年
の
佳
き
時
節

に
、
『
関
西
法
律
学
校
規

則
』
と
三
世
紀
に
ま
た
が
る

歳
月
を
経
て
再
会
で
き
、
め

で
た
き
こ
と
限
り
な
し
、
と

賛
同
の
声
に
め
ぐ
ま
れ
る
な

ら
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
よ
ろ

こ
び
は
な
い
。

（
法
学
部
教
授山

野

博
史
）

概 要

○サブテーマ１
「中国学の展開と関西大学」
・基調講演
１０月２７日（金）１３：００～１７：００

・パネルディスカッション
１０月２８日（土）９：３０～１４：００

○サブテーマ２
「日本のなかの大阪文化遺産」
・基調講演、パネルディスカッシ
ョン
１０月２８日（土）１３：００～１６：００

・舞楽公演
１０月２８日（土）１６：３０～１８：００

※「舞楽公演」会場：尚文館前中
庭（芝生）を予定

本学のこれまでの足跡の記念展
示、総合図書館所蔵の大阪画壇の
作品展示。

１０月に、ルーヴェン・カトリック大学（ベルギー）に「関西大学 日本・Ｅ
Ｕ研究センター（仮称）」を開設予定。

アイスショーおよびアイスホッケ
ー競技交流戦（対同志社大学アイ
スホッケー部）
「耳を傾けて聴く音楽」との出会
いの空間と時間を創出する。

平成１９年３月末に刊行予定。式典記録を盛り込んだ内容。Ａ４判の横組み、上製本
のオールカラー印刷、「通史１・２（各１００ページ程度）と「資料」、「年表」から成る。
１１月４日の記念式典当日に記念品の一つとして配付予定。グラビアを中心と
した写真集。Ａ４判の横組み、並製本のオールカラー印刷、「歴史編」「現代
編」「飛躍編」の３部と「資料」、「年表」から成る。
記念式典当日の出席者に、記念品として配付予定。現行の大学紹介ＤＶＤを
改訂し、追加撮影も含め、本学の歴史やキャンパス紹介などを内容とする創
立１２０周年記念版を新たに製作。

簡素かつ厳粛な式典を挙行。２１世
紀の式典らしく４００インチ×２の大
スクリーンを使用した映像演出を
取り入れた式典とする。

地方公共団体（大阪府、大阪市、吹田市、高槻市）に対し、本学が記念植樹を行う。

高槻キャンパス関
西大学アイスアリ
ーナ
千里山キャンパス
総合図書館前、旧情
報処理センター
前、凜風館前の３カ
所のステージを予定

千里山キャンパス
第２学舎４号館
「ＢＩＧホール１００」

千里山キャンパス
「総合学生会館 メ
ディアパーク 凜風
館」２階食堂

開催場所等

千里山キャンパス
尚文館マルチメデ
ィアＡＶ大教室・
以文館・第２学舎
４号館「ＢＩＧホ
ール１００」

千里山キャンパス
関西大学博物館・
総合図書館

日 時

１０月２７日（金）・２８日
（土）

１０月４日（水）～１１月４
日（土）（総合図書館にお
ける大阪画壇作品展は
１２月中旬までを予定）

７月１３日（木）１４：００～

１０月２６日（木）～２８日
（土）
�１２：２０～１３：００
�１８：００～１８：３０
※最終日は１２：２０～のみ

１１月４日（土）
【創立記念日】
記念式典
１４：００～１５：００

記念祝賀会
１５：３０～１７：００

行 事

学術講演会
テーマ「関西大学
がはぐくんだ大阪
学と中国学」

創立１２０周年記念
特別展示

「関西大学 日本
・ＥＵ研究センタ
ー（仮称）」の設置
関西大学アイスアリー
ナ竣工記念「オープニ
ングセレモニー」
「Ｍｕｓｉｃ―
Ｃａｍｐｕｓ」―
音楽のプロムナー
ド―

「関西大学１２０年
史」の刊行
「関西大学１２０年の
あ ゆ み （ 写 真
集）」の刊行
創立１２０周年記念
ＤＶＤの製作

創立１２０周年記念
式典・祝賀会

記念植樹

２
０
０
６
年
１１
月
４
日（
土
）

記
念
式
典
の
開
催
に
向
け
て

創創
立立
１１２２００
周周
年年

関
西
大
学記

念
事
業
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る

創
立
１２０
周
年
の
年
に

―
「
我
が
母
校

関
大
」

創
立
１２０
周
年
記
念
事
業
の
経
緯

記
念
事
業
計
画
の
大
要

創立１２０周年記念行事について

※上述の記念行事等は、事情により一部変更する場合もある

発
掘『
関
西
法
律
学
校
規
則
』

平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号（９）
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エクステンション・リードセンターでは「夏
期集中講座」と「後期開講講座」の受講申込
を受け付けています。各講座・コースとも、
定員になり次第締め切りますので、早めに申
し込んでください。

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
八

月
四
日
（
金
）
と
五
日
（
土
）

に
「
博
物
館
な
ん
で
も
相
談

会
」
を
開
催
す
る
。

博
物
館
を
会
場
に
、「
キ
ャ
ン

パ
ス
昆
虫
探
検
隊
」「
作
っ
て
み

よ
う
�

葉
っ
ぱ
の
バ
ッ
タ
」

「
草
笛
を
な
ら
そ
う
」「
勾
玉
作

り
」
「
銅
鐸
ス
ケ
ッ
チ
」
な

ど
、
体
験
を
重
視
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
。「
勾
玉
作

り
」「
銅
鐸
ス
ケ
ッ
チ
」
は
事
前

申
し
込
み
が
必
要
。
な
お
、「
銅

鐸
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
絵
の
具
等

の
画
材
を
持
参
の
こ
と
。

ま
た
、恒
例
と
な
っ
た「
相
談

会
」で
は
、本
学
の
教
員
や
大
学

院
生
・
学
生
が
、歴
史
や
民
俗
、

自
然
史
な
ど
の
分
野
で
、
持
ち

込
ま
れ
た「
お
宝
」の
鑑
定
や
、

夏
休
み
中
の
小
、
中
学
生
な
ど

の
自
由
研
究
や
課
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
、
解
決
を
支
援
す

る
。問

い
合
わ
せ
は
、
博
物
館
事

務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１

７
１
）
ま
で
。

（
博
物
館
事
務
室
）

●情報処理講座
パソコン検定４級・３級
Ｅｘｃｅｌパーフェクト
マイクロソフト オフィス スペ
シャリスト
システムアドミニストレータ

●司法講座
法科大学院入試対策
適性試験対策

現行司法試験対策
択一答案練習

●公務員講座
教養対策
教養夏期集中、文章理解・資
料解釈対策

入門
国�・地方上級対策
数的処理、専門得点アップ１、
苦手科目克服 数的処理

答案練習
心理職対策

●社会保険労務士講座

●ビジネス実務法務検定
３級対策講座

●会計職講座群
簿記検定
３級対策

公認会計士入門
税理士
簿記論、財務諸表論、
簿財パック

●マスコミ試験対策講座
（実力養成期～）

●弁理士講座
論文基礎・短答式対策

●英語講座
ＴＯＥＩＣ�テスト対策
ＴＯＥＦＬ�テスト対策

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
の

基
幹
的
な
研
究
費
で
あ
る
科
学

研
究
費
補
助
金
に
よ
る
最
先
端

の
研
究
の
成
果
を
中
学
生
・
高

校
生
を
対
象
に
、
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
、「
見
る
」「
聞
く
」

「
触
れ
る
」
こ
と
で
、
学
術
と

日
常
の
関
わ
り
や
、
科
学
（
学

術
）
が
も
つ
意
味
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る

も
の
。
本
学
で
は
、（
独
）
日
本

学
術
振
興
会
か
ら
採
択
を
受
け

た
次
の
三
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
企
画
と

し
て
実
施
さ
れ
る
。

★
七
月
三
十
日
（
日
）

「
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
の
最
前
線
」（
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
・
工
学
部

芝
田
隼

次
教
授
）

★
八
月
四
日
（
金
）

「
立
体
感
に
よ
っ
て
視
覚
の
仕

組
み
を
知
ろ
う
」（
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
・
総
合
情
報
学
部

林
武

文
教
授
）

★
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）

「
話
し
合
い
と
協
力
で
世
界
が
結

ば
れ
る
〜
異
な
る
文
化
を
理
解

し
よ
う
」（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
・

総
合
情
報
学
部

久
保
田
賢
一

教
授
）

詳
細
は
、
日
本
学
術
振
興
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.jsp
s.go.jp�h

ira
m
ek
i�

）
に
て
公
開
し
て
い

る
。

（
研
究
助
成
課
）

本
学
の
Ｅ
Ｕ
資
料
セ
ン
タ

ー
（E

u
r
o
p
e
a
n

D
ocu
m
en
tation

C
en
tre

※
以
下
、
Ｅ
Ｄ

Ｃ
）
が
Ｅ
Ｃ
委
員
会
（
Ｅ
Ｕ

の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
の
単
一

行
政
執
行
機
関
）
の
認
可
を

受
け
て
総
合
図
書
館
内
に
設

立
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
二

十
三
年
前
の
昭
和
五
十
八
年

の
こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
と

は
、
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
関
係
文
献
専
門
の
資
料
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
世
界
各
地
約
五

百
の
大
学
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
本
学
Ｅ
Ｄ
Ｃ
は
日
本
に

十
九
あ
る
Ｅ
Ｄ
Ｃ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

Ｅ
Ｄ
Ｃ
の
主
な
役
割
は
Ｅ

Ｕ
に
関
す
る
文
献
提
供
お
よ

び
地
域
全
体
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ

理
解
の
浸
透
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
は
誰
で
も
自

由
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
本
学
Ｅ
Ｄ

Ｃ
に
お
い
て
も
総
合
図
書
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
Ｅ
Ｄ
Ｃ
の

利
用
を
告
げ
る
こ
と
で
学
外

者
で
あ
っ
て
も
利
用
で
き
る

扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
今
年

の
五
月
ま
で
、
本
学
Ｅ
Ｄ
Ｃ

は
総
合
図
書
館
一
階
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
六
月
か

ら
教
員
閲
覧
室
と
共
有
と
な

っ
た
。従
来
は
、書
架
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
上
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ

関
連
資
料
が
地
下
書
庫
に
収

蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

多
く
の
Ｅ
Ｕ
関
連
資
料
が
地

下
書
庫
へ
請
求
す
る
こ
と
な

く
同
室
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。近
年
、Ｅ
Ｕ
関
係

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

情
報
提
供
が
増
え
つ
つ
は
あ

る
が
、
一
次
資
料
と
し
て
の

図
書
・
雑
誌
等
の
文
献
を
提

供
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｄ
Ｃ
の
機

能
は
今
後
と
も
そ
の
重
要
性

を
減
ず
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
意
味
で
文
献
ア
ク
セ
ス
の

利
便
性
の
向
上
は
利
用
者
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る

と
考
え
る
。な
お
、同
室
の
Ｅ

Ｕ
関
連
資
料
は
、
誰
で
も
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に

申
し
出
れ
ば
利
用
で
き
る
。

教
員
に
つ
い
て
は
従
来
と
変

わ
ら
ず
手
続
き
は
不
要
で
あ

る
。Ｅ

Ｄ
Ｃ
に
は
Ｅ
Ｕ
の
広
報

活
動
を
行
う
と
い
う
も
う
ひ

と
つ
の
役
割
が
あ
る
。
本
学

Ｅ
Ｄ
Ｃ
で
は
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
図
書
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
お
い
て
配
布

す
る
こ
と
で
そ
の

任
を
果
た
し
て
い

る
。
日
本
語
で
書

か
れ
た
入
門
的
な

も
の
か
ら
英
語
で

書
か
れ
た
読
み
応

え
の
あ
る
も
の
ま

で
、
随
時
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
更
新
さ

れ
て
い
る
の
で
、

Ｅ
Ｕ
に
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た

い
。

（
図
書
館
）

〜
思
わ
ぬ
�
気
づ
き
�
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、秋
学
期
に
も
手
話
講
習
（
初

級
コ
ー
ス
・
二
ク
ラ
ス
）
を
開

講
す
る
。
概
要
は
次
の
と
お

り
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
ほ
し
い
。

日
程
�
十
月
四
日
か
ら
毎
週

水
曜
（
三
限
）
�
九
月
二
十
九

日
か
ら
毎
週
金
曜
（
四
限
）
い

ず
れ
も
内
容
は
同
じ
。
全
十
回

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
負
担
）

定
員
各
三
十
人

申
し
込
み
七
月
十
八
日
以
降

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
凜

風
館
一
階
）
窓
口
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
先
着
順
で
受
け
付
け
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
・
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
で
周
知
す
る
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

○
馬
術
部

六
月
十
一
日
に
フ
ラ
ン
ス
の

ラ
ロ
シ
ェ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

七
回
世
界
大
学
馬
術
選
手
権
大

会
に
お
い
て
、
体
育
会
馬
術
部

の
大
竹
弘
晃
さ
ん
（
社
三
）
を

含
む
日
本
代
表
が
、
総
合
馬
術

団
体
三
位
に
入
賞
し
た
。

大
竹
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
今

回
が
は
じ
め
て
の
海
外
遠
征
で

あ
る
と
と
も
に
、
障
害
競
技
で

欧
州
の
馬
に
乗
る
も
の
初
め
て

で
あ
っ
た
。「
日
本
の
馬
は
総
じ

て
神
経
質
な
た
め
、
や
さ
し
く

扱
う
必
要
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
忍
耐
強
い
欧
州
の
馬
は
パ

ワ
フ
ル
に
乗
り
こ
な
す
必
要
が

あ
る
」
と
緊
張
の
様
子
で
挑
ん

だ
試
合
当
日
。
事
前
に
行
わ
れ

た
十
分
間
の
練
習
で
何
と
か
平

常
心
を
取
り
戻
し
、
見
事
入
賞

を
果
た
し
た
。表
彰
式
で
は
、「
初

の
海
外
遠
征
で
ま
さ
か
団
体
入

賞
で
き
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
」
と
驚
き
の
表
情
の
ま

ま
国
旗
掲
揚
を
見
守
っ
た
。

今
回
の
海
外
遠
征
で
自
信
を

深
め
た
大
竹
さ
ん
の
次
の
目
標

は
、
全
日
本
学
生
馬
術
選
手
権

大
会
で
個
人
・
団
体
と
も
に
優

勝
す
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。

Ｅ
Ｕ
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）

○
重
量
挙
部

六
月
二
十
五
日
に
実

施
さ
れ
た
第
四
十
六
回

西
日
本
学
生
重
量
挙
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、

百
五
�
�
級
で
ベ
ン
・

オ
ー
バ
ー
カ
ン
プ
さ
ん

（
留
学
生
）
が
、
八
十

五
�
�
級
で
守
谷
翔
さ

ん
（
経
三
）
が
優
勝
し

た
。大

学
の
施
設
設
備
の
充
実
と

利
用
者
の
利
用
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

六
甲
山
荘
の
隣
接
地
に
新
た
に

六
甲
山
荘
別
館
（
仮
称
）お
よ
び

教
室
棟
を
併
せ
て
整
備
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
起
工
式
が
七

月
一
日
挙
行
さ
れ
た
。
当
日

は
、
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
小

幡
斉
副
学
長
、
加
勢
田
博
副
学

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
三
十

名
が
出
席
し
た
。

六
甲
山
荘
別
館
（
仮
称
）は
地

上
二
階
地
下
一
階
、
延
床
面
積

約
四
百
平
方
�
の
広
さ
と
な

り
、
教
室
棟
は
鉄
骨
造
平
屋
建

て
、
延
床
面
積
約
八
十
平
方
�

の
広
さ
と
な
る
。竣
工
は
い
ず
れ

も
十
月
三
十
日（
月
）の
予
定
。

関
西
大
学
出
版
部
の
刊
行
図

書
『
サ
ル
ト
ル
の
文
学
』
川
神

傅
弘
（
文
学
部
教
授
）
著
が
社

団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
の「
選

定
図
書
」
に
選
ば
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
り

作
家
で
あ
る
サ
ル
ト
ル
は
、
実

存
主
義
の
代
表
者
で
あ
っ

た
。
本
書
は
、
２０
世
紀
を
奏

で
た
倫
理
と
芸
術
の
は
ざ
ま

に
響
き
わ
た
る
�
受
難
の
調

べ
�
と
し
て
表
現
さ
れ
る
彼

の
作
品
を
通
じ
て
、
そ
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
る
。

○
日
本
商
業
学
会

◆
日
本
商
業
学
会
学
会
賞
「
優

秀
賞
」

商
学
部
助
教
授

川
上

智
子

（
平
成
十
八
年
六
月
三
日
）

○
環
境
省

◆
平
成
十
八
年
度
環
境
大
臣
表

彰
（
地
域
環
境
保
全
功
労
）

工
学
部
教
授

岩
壷

卓
三

（
平
成
十
八
年
六
月
十
二
日
）

○
財
団
法
人
住
宅
総
合
研
究
財

団◆
助
成
研
究
選
奨

工
学
部
教
授

藤
田

勝
也

（
平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
）

ベン・オーバーカンプさん守谷翔さん
（写真提供：関大スポーツ編集局）

○
ボ
ク
シ
ン
グ
部

六
月
二
十
五
日
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
近
畿
学

生
リ
ー
グ
戦
最
終
節
で
、
本
学

が
大
阪
商
大
を
六
対
三
で
破

り
、
一
部
昇
格
一
年
目
に
し
て

四
十
五
年
ぶ
り
十
一
回
目
の
優

勝
を
飾
っ
た
。
最
優
秀
選
手
賞

に
は
リ
ー
グ
戦
五
戦
全
勝
の
小

形
一
平
さ
ん
（
文
二
）
が
選
ば

れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
） （写真提供：関大スポーツ編集局）

８８
月月
４４
日日
、、
５５
日日

博博物物館館ななんんででもも
相相談談会会実実施施

秋学期受講者
募集のお知らせ

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

〜
よ
う
こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
〜K

A
K
E
N
H
I

」

ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
実実
施施

関西大学博物館

六六
甲甲
山山
荘荘
別別
館館（（
仮仮
称称
））

おお
よよ
びび
教教
室室
棟棟

起起
工工
式式
挙挙
行行

夏期集中・後期開講講座

夏期集中・後期開講講座受付中

『
サ
ル
ト
ル
の
文
学
』
が

選
定
図
書
に

関関
西西
大大
学学
ＥＥ
ＵＵ
資資
料料
セセ
ンン
タタ
ーー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
利
便
性
向
上

（１０）平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号
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六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
間
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
他
で
開
催
さ
れ
た
総
合
関

関
戦
に
お
い
て
、
本
学
が
四
年
ぶ
り
に
総

合
優
勝
を
飾
っ
た
。

今
年
の
成
績
は
二
十
二
勝
十
敗
二
分
と

な
り
、
こ
れ
で
こ
れ
ま
で
の
通
算
成
績
は

十
五
勝
十
四
敗
と
勝
ち
越
す
こ
と
と
な
っ

た
。
奇
し
く
も
本
学
創
立
百
二
十
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
に
強
い
関

大
」
に
ふ
さ
わ
し
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
写
真
提
供
�
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

◆ボクシング部
全日本選手権大会大阪府予選
７／２２（土）～７／２３（日）
近畿大学
第６１回国民体育大会近畿ブロック
８／１８（金）～８／２０日（日）
和歌山県立体育館
全日本選手権大会近畿ブロック
９／１６（土）～９／１８（月）
京都
◆朝鮮歴史研究部
吹田祭（イベント参加）
７／３０（日）
ＪＲ吹田駅周辺のイベント会場
◆テニス部
全日本学生テニス選手権大会
８／４（金）～８／１４（月）
会場未定
関西学生テニス選手権大会
９／１（金）～９／８（金）
靭テニスセンター
関西大学対抗テニスリーグ戦
９／１６（土）～１０／２（月）
シーサイドテニスガーデン舞洲
◆相撲部
第３１回西日本学生相撲個人体重別選手権
大会
８／６（日）
堺市・大浜公園相撲場
第３１回全国学生相撲個人体重別選手権大
会
９／２４（日）
堺市・大浜公園相撲場
◆ゴルフ部
関西学生選手権
関西女子学生選手権
８／８（火）～８／１０（木）
小野グランドカントリークラブ
関西学生女子秋季２、３部校 学校対抗
戦
８／３０（水）
フォレスト三木ゴルフ倶楽部
関西学生男子秋季２、３部校 学校対抗
戦
９／１１（月）～９／１２（火）
日野ゴルフ倶楽部
◆ソフトテニス部
全日本学生ソフトテニス選手権大会
８／８（火）～８／１３（日）
岩手県北上市コート
大阪学生ソフトテニス選手権大会
９／２（土）～９／３（日）
関西外国語大学
関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦
９／１８（月）～９／１９（火）
長浜ドーム
◆美術部
神戸学生制作会 ８月展
８／８（火）～８／１３（日）
西宮北口ギャラリー第一展示室
（アクタ西宮 東館６Ｆ）
アートジャック ’０６（仮）
９／９（土）～９／１０（日）
大阪市・鶴見橋商店街
◆アーチェリー部
第４６回関西学生アーチェリーターゲット
選手権大会（予選）
８／１１（金）～８／１３（日）
第４６回関西学生アーチェリーターゲット
選手権大会（決勝）
８／２７（日）～８／３０（水）
服部緑地陸上競技場
第２９回関西学生アーチェリーフィールド
選手権大会
９／４（月）～９／６（水）
白梅スポーツクラブ
◆邦楽部
関西学生邦楽連盟祭
８／１１（金）
吹田メイシアター 中ホール
◆マンドリンクラブ
全日本学生マンドリン連盟合同演奏会
８／１５（火）
大阪府立青少年会館
◆弓道部
全日本学生弓道選手権大会
８／１８（金）～８／２１（月）
愛知県立体育館
◆陸上ホッケー
西日本インカレ
８／１９（土）～８／２１（月）
舞洲ホッケー場
◆サッカー部
第６０回明関サッカー定期戦
８／２０（日）
明治大学
◆第１部 軽音楽部
神戸外大ジョイントライブ
８／２０（日） 神戸バリット
ＫＵＭライブ
８／３１（木） 梅田アムホール
１０大学ライブ
９／７（木） サイト神戸
阪大ジョイントライブ
９／９（土） 本学 ＫＵシンフォニー
ホール
◆仏蘭西文学研究部
フェスティバル・トリコロール
～全国合同フランス祭～

８／２０（日）
京都・烏丸御池 新風館
◆漕艇部
第３３回全日本大学選手権大会
８／２４（木）～８／２７（日）
戸田ボートコース
第４６回オックスフォード盾レガッタ
８／２６（土）～８／２７（日）
戸田ボートコース
◆ユースホステルクラブ
オープンキャンプ
８／２４（木）～８／２６（土）
大阪府立野外活動センター
◆自転車部
全日本学生自転車競技大会（インカレ）
８／３１（木）～９／３（日）
静岡
全日本学生室内自転車競技選手権大会
９／３０（土）～１０／１（日）
桃山学院大学
◆アメリカンフットボール部
秋季リーグ戦 フラッシュボールシリー
ズ 近畿大学戦
９／１（金）
秋季リーグ戦 フラッシュボールシリー
ズ 京都大学戦
９／１８（月）
秋季リーグ戦 フラッシュボールシリー
ズ 大阪産業大学戦
９／３０（土）
万博スタジアム
◆剣道部
第４５回秋季大阪学生剣道優勝大会
第３５回秋季大阪学生剣道女子優勝大会
９／３（日）
近畿大学
第５４回関西学生剣道優勝大会
第３０回関西女子学生剣道優勝大会
９／１０（日）
大阪市中央体育館
◆射撃部
第５３回秋季全関西ライフル射撃選手権大
会
第１２回秋季全関西女子学生ライフル射撃
選手権大会
９／６（水）～９／９（土）
新能勢射撃場
第５３回全日本学生ライフル射撃選手権大
会
第１９回全日本女子学生ライフル射撃選手
権大会
９／６（水）～９／９（土）
長瀞総合射撃場
◆陸上競技部
秩父宮賜杯第５９回西日本学生陸上競技対
抗選手権大会
９／１５（金）～９／１７（日）
博多の森
◆速記部
第７７回関西学生速記競技大会
９／１７（日）
会場未定
第４６回関西学生新人速記競技大会
１０／８（日）
関西学院大学
◆アイスホッケー部
第７回大学アイスホッケー交流戦苫小牧
大会
９／２０（水）～９／２４（日）
苫小牧
◆英語研究部
シナリオリーディングコンテスト
９／２０（水）
吹田市民会館
オラトリカルコンテスト
１０／１（日）
吹田市民会館
◆ラグビー部
関西学生ラグビーリーグ 花園大学戦
９／２３（土）
宝ヶ池競技場
関西学生ラグビーリーグ 摂南大学戦
１０／１（日）
摂南大学グラウンド
関西学生ラグビーリーグ 大阪教育大学
戦
１０／８（日）
鶴見緑地グラウンド
◆重量挙部
第４２回西日本学生新人選手権大会
９／２４（日）
本学 凱風館
◆第２部 軽音楽部
１０月定期ライブ
１０／４（水）～１０／５（木）
本学 有鄰館１階多目的ホール
◆千里山法律学会
秋季関西学生法律討論会
１０／７（土）
同志社大学
◆空手道部
第４９回全関西大学空手道選手権大会
１０／８（日）
近畿大学体育館
◆少林寺拳法部
２００６少林寺拳法全国大会 in北海道
１０／８（日）
北海道立総合体育センター

ス
ポ
ー
ツ
支
援
を
継
続
的
に

行
い
、
多
年
に
わ
た
り
国
際
競

技
力
向
上
に
貢
献
し
た
団
体

に
、
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
か
ら
授
与
さ
れ
る

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
賞
」
を

本
学
が
受
賞
し
た
。
受
賞
理
由

は
、
国
内
の
大
学
で
初
め
て
国

際
競
技
規
格
（
三
十
�
×
六
十

�
）
の
通
年
型
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
を
建
設
し
た
こ
と
、
ま
た
、

海
外
遠
征
が
多
い
競
技
者
（
学

生
）
に
対
し
て
適
宜
Ｗ
ｅ
ｂ
に

よ
る
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

学
生
の
学
業
な
ら
び
に
教
科
環

境
整
備
に
貢
献
し
た
こ
と
が
称

え
ら
れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

社
団
法
人
全
国
大
学
体
育
連

合
に
よ
る
平
成
十
七
年
度
「
大

学
体
育
Ｆ
Ｄ
推
進
校
」
に
本
学

が
決
定
し
た
。
三
十
七
項
目
に

わ
た
る
「
大
学
体
育
自
己
点
検

・
評
価
報
告
書
」
の
作
成
や
、

課
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
、

公
開
授
業
、
公
開
研
修
会
、「
財

団
法
人
吹
田
市
健
康
づ
く
り
推

進
事
業
団
と
の
連
携
」
へ
の
提

案
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
と
お

し
て
文
学
部
身
体
運
動
文
化
専

修
・
体
育
学
教
室
の
点
検
評
価

を
行
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ

た
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

第２９回総合関関戦 勝敗表
前哨戦

○

×

×

○

○

第１日目（６月１５日）

―

第２日目（６月１６日）

○

×

○

○

第３日目（６月１７日）

○

○

○

×

○

○

×

×

○

総合成績 ２２勝１０敗２分

陸上競技

水上競技

弓道

ヨット

重量挙

少林寺拳法（演武）

バドミントン

陸上ホッケー

ソフトテニス

アイスホッケー

野球

レスリング

相撲

器械体操

空手道

フェンシング

アメフト

剣道

拳法

○

―

○

×

○

×

△

○

―

―

○

○

×

×

○

△

―

○

○

―

○

スキー競技

航空

ボクシング

アイススケート

自動車

バレーボール

バスケットボール男女

卓球

テニス

なぎなた（演武）

ゴルフ

軟式野球

ラグビー

アーチェリー

馬術

ハンドボール男女

古武道（演武）

漕艇

柔道

合気道（演武）

射撃

「トップアスリート
サポート賞」

第
二
十
九
回
総
合
関
関
戦
で

ＪＯＣスポーツ賞

四
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝

を受賞

平
成
１７
年
度

７月２１日～１０月１１日

「
大
学
体
育

Ｆ
Ｄ
推
進
校
」

課外活動行事予定

に
決
定

平成１８年（２００６年）７月２１日第 ３３７ 号（１１）



大学として日本初となる国際競技規格の通年型アイスス大学として日本初となる国際 規格の通年型アイススケートリンクケートリンク「関西大学アイ「関西大学アイ
スアリーナ」スアリ ナ」が、が、７月133日に高槻キャンパスで竣工した。日に高槻キャンパスで竣工した。当日は100時時300分から竣工分から竣工
式を開催し、式を開催し、森本靖一郎理事長、森本靖一郎理事長、河田悌一学長をはじめ、河田悌一学長をはじめ、関係者約関係者約20000人が出席した人が出席した。。
144時からのオープニングセレモニーでは、時からのオ プニングセレモニ では、体育会アイススケート部の 橋大輔さん体育会アイススケート部の 橋大輔さん（文（文
33））、、織田信成さん織田信成さん（文（文22））、、平井絵巳さん平井絵巳さん（経２）経２）をはじめ、をはじめ、世界で活躍する村主章枝さ世界で活躍する村 章枝さ
ん（（avexx））、、安藤美姫さん安藤美姫さん（トヨタ自動車）トヨタ 動車）、、中野友加里さん中野友加里さん（早稲田大）早稲田大）らトップスケらトップスケ
ーターや、タ や、地元ジュニアスケーター、地元ジュニアスケ タ 、関西の競技会上位選手によるアイスショーと体育関西の 技会上位選手によるアイスショーと体育
会アイスホッケー部による競技交流戦が行われ、会アイスホッケ 部による 技交流戦が行われ、約50000人の観客を魅了した人の観客を魅了した。。

大学として日本初となる国際競技規格の通年型アイススケートリンク「関西大学アイ
スアリーナ」が、７月13日に高槻キャンパスで竣工した。当日は10時30分から竣工
式を開催し、森本靖一郎理事長、河田悌一学長をはじめ、関係者約200人が出席した。
14時からのオープニングセレモニーでは、体育会アイススケート部の 橋大輔さん（文
3）、織田信成さん（文2）、平井絵巳さん（経２）をはじめ、世界で活躍する村主章枝さ
ん（avex）、安藤美姫さん（トヨタ自動車）、中野友加里さん（早稲田大）らトップスケ
ーターや、地元ジュニアスケーター、関西の競技会上位選手によるアイスショーと体育
会アイスホッケー部による競技交流戦が行われ、約500人の観客を魅了した。

写真提供：毎日新聞社

平井絵己

平成１８年（２００６年）７月２１日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は１０月１２日発行の予定です

第３３７号

先
の
ト
リ
ノ
五
輪
で
女
子

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
荒
川
静
香
選

手
が
見
事
金
メ
ダ
ル
に
輝
い

た
。
後
に
続
く
世
代
の
中
野

友
加
里
選
手
、
浅
田
真
央
選

手
ら
の
台
頭
も
著
し
い
。
男

子
で
も
、
わ
が
�
橋
大
輔
選

手
が
ト
リ
ノ
八
位
入
賞
を
果

た
し
、
か
た
や
織
田
信
成
選

手
は
四
大
陸
選
手
権
で
優
勝

し
た
。
彼
ら
の
活
躍
の
お
か

げ
で
、
日
本
全
体
の
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
対
す
る
関

心
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
高

ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
こ
の
た
び
本

学
に
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
オ

ー
プ
ン
し
た
の
は
ま
こ
と
に

時
宜
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
今
回
の
ア
リ
ー
ナ
開
設

が
わ
が
国
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
人
口
の
拡
大
と
選
手

の
練
習
場
所
不
足
の
解
消
、

ひ
い
て
は
次
の
バ
ン
ク
ー
バ

ー
五
輪
で
の
日
本
フ
ィ
ギ
ュ

ア
陣
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
貢

献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

（
靜

哲
人
）

�編集後記�

野
間

晴
雄
（
の
ま
・
は

る
お
）
教
授

専
門
は
人
文
地
理
学
、

ア
ジ
ア
地
域
研
究
。
ベ
ト

ナ
ム
政
府
奨
学
金
に
よ
る

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
の
若

手
講
師
を
博
士
後
期
課
程

院
生
と
し
て
受
け
入
れ
、

学
位
を
取
得
さ
せ
る
と
と

も
に
、
本
学
を
足
場
に
ベ

ト
ナ
ム
地
理
学
や
大
学
の

専
門
教
育
に
関
す
る
研
究

協
力
を
実
践
し
て
い
る
。
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